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一高 度 情 報 処 理 技 術 者 育 成 標 準 カ リキ ュ ラ ムVoL1

r第 二 種 共 通 カ リ キ ュ ラ ム1 (B5判703ペ ー ジ)

側旧 本情報処理開発協会

中央情報教育研究所 編

垂の対 と主な内容

口 対 象 本 書 は企 業 内 教 育 お よ び学 校教 育 の 双方 で 利用 され る こ とを作 成 の基 本

と し、 そ の内 容 は プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル な情報 処 理 技 術者 を 目指 そ うと

す る人達 が 入 門 の 段 階か ら実務 経 験3年 位 まで の 間 に共 通 的 に修得 し

て欲 しい基 礎 的 な知識 と応 用能 力を 対 象 と して い ます 。

口 内容 〔知 識 一共 通 〕

〔応 用能 カ ー共通 〕

〔応 用 能 カ ー選 択 〕
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コ ンピ ュー タ とそ の利 用

コ ンピ ュー タの仕 組 み

ソフ トウ ェアの基 礎

ア ル ゴ リズ ム とデ ー タ構 造
シス テ ム開 発 の基 礎

フ ァイ ル とデ ー タベ ー ス

通 信 ネ ッ トワー ク

情 報 処理 システ ム

産業 社 会 と情 報化

情報 化 の 課題

第11部 プ ロ グラ ミング能 力
第12部 表 現 能 力

第13部
第14部

第15部 の計設ムテスシ用応
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定価 4,800円(消 費 税 込 ・送 料 別)

おFSいAわ せ

〒105東 京都 港 区 浜松 町2-4-1世 界 貿 易センタービル7F

中 央 情 報 教 育 研 究 所

内 容 に関 す るご質 問等ftO3(3435)6509

購入のお申込み ftO3(3435)7094

FAXO3(3435)6505

A4判 の用 紙 に社 名,所 在 地,部 署 名,申 込 者名,部 数,

電 話 番号 を ご記 入 の 上 お申込 み 下 さ い。

なお 、本 書以 外 の カ リキ ュラム の発 売 開始 は平 成6年1月 中 旬 の予 定 で す。
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春夏秋冬

理科離れ 有山 正孝

JIPDECREPORT

平成5年 度情報化月間

②

産業情報化 シンポジウム

海外ニュース
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会員サロン
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理 科 離 れ

電気通信大学 情報工学科

教 授 有 山 正 孝

昨 日の雨 も 上が って,今 朝は一点の雲 もな く晴

れ渡 り,関 東 平野の西を限 る丹沢 ・奥 多摩 ・秩父

の山並み の藍色の稜線の 上二に,早 くも白雪 に覆わ

れた富1:ILIthSく っ きりと姿を見せている。急 に冷

た くな った強い北風に,盛 りを過 ぎた黄葉が舞い

散る、、

この ように春夏秋冬,四 季の移 り変わ りをは っ

き りと感 じさせ て くれ る日が,近 年,少 な くなっ

た よ うな気がする、,

今 年の夏な ども全国的な冷 夏で,い つ梅雨が明

けたか も判然 と しない まま,盛 んな夏を迎え るこ

ともな く,秋 採に入 って しまった。

四季の移 り変わ りの微妙なサ インを感 じ取れ な

いのは,感 覚が鈍磨 したためか も しれないが,他

に もい ろい ろの原因が考え られ る。

その1つ は年間を通 じての気 温の変化 の差が小

さくな った ことで ある。統計を確かめてはいない

が,少 な くとも筆者が数 十年来住んでいる東京で

も,夏 は暑 くな く,冬 は寒 くな くな っている よう

に思 う。

{†は,と い うと年寄 りじみ た語 り口にな るが,

夏 は夏 らしく暑か った。 青い夏空,ギ ラギ ラと照

りつけ る太陽。毎 日,午 後に もなれ ば真 っ白な入
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道雲が ムクムクとそそ り立ち,夕 立が降 ってひ と

時 の涼 しさを もた らして くれ る。 そ して冬 は冬 ら

しく寒 かった。池 に は氷 が張 り,見 事 な霜柱 が

立って,雪 もしば しぼ降 り積 もった。

この よ うなグ ローバルな気候の変化 は,人 間の

力の及ばぬ 自然 の営 みによるところで もあ るが,

人 間社会を 『豊か』 に した産業 の副産物で ある環

境破壊が大 きな影響を与えているこ とは,す でに

よく知 られてい るところである。

さて四季 の移 り変わ りを感 じさせるのは,気 温

の変化ぼか りではない。それぞれの季節には特 有

の風物詩があ った。

春 を告げ る鴬の忍び音,解 け残 った雪の中か ら

そ っとのぞ くふ きの と う,道 端 に咲 くタンポポ,

一 斉に芽吹 く木 々
,初 夏の夜を満 たす蛙 の合唱,

露 に濡れ る朝顔 の花,輝 く真夏の太 陽 と暑 さをか

きたて るセ ミしぐれ,咲 き乱れ るコスモス と秋空

に舞 う トンボの群れ,こ ず えに残 る赤い柿 の実 に

鋭 い もず の声,霜 枯れの庭 に落葉を焚 く煙,凍 っ

た土に響 く下駄 の音。季節は こうして単に気温の

問題だけではな く,そ の他 もろ もろの事象を通 じ

て感 じとられたのだった。

今,わ れわれが住む ところは,自 然 が切 り開か

れ て過度に人工の手が加 えられ,高 層のマ ンシ ョ

ンや アパー トがひ しめき合 って緑 も少な く,土 に

触れる こともない。住居 の中は空調完備で,外 気

に触れ る機会 も少ない。外出 もクル マで とい うこ

とが多 く,夜 空 の星 もよ く見えなけれぽ,空 気 も

排気 ガスで充たされてい る。

こうして東京,ま たはその近郊で も見られ た季

節 季節 の自然のサイ ンが,い つの間にかかす かに

な って,余 程 気 をつけ て いて も感 じ取 りに くく

な って しまった。そ して人々 もそ のよ うな 自然の

サイ ンに無関心にな った ようだ。今で も人 々は春

は花,秋 は紅葉 と繰 り出すが,そ れ は人が群れ る

か ら群れ るとい う趣であ るとい ってはひが めで あ

ろ うか。
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季節 の移 り変わ りに関 して も う1つ,是 非言 っ

ておかな くてはならないのが旬の食べ物の ことで

あ る。我 々が 子供 の ころは,西 瓜 は も とよ り,

キ ュウ リや トマ トも夏の野菜だ った し,さ ん まや

栗 は秋 の象徴 で もあ った。今は温室栽培 ・養殖 ・

冷 凍な どの技術 のおかげ で,何 で もいつで も食膳

に上る。そ うい うものの方がむ しろスーパ ーマ ー

ケ ットな どで売 られ ている大衆的な食品で,季 節

の野菜 や魚の方 が高級品 とい うことら しい。だか

ら食べ物 における季節感 もまた乏 しくな った。手

軽 さで売るハ ンバーガーや イ ンスタン トラーメン

の ごときは,そ れ こそ季節感 ゼ ロの食品で ある。

この ように人間が 自然か ら隔離 され,あ るいは

自然 と無関係に暮 らす ことが できるよ うにな った

か ら,四 季の移 り変 わ りの微妙なサイ ンを感 じ取

れないの も当然 である。 そ してそ うい う生活ぼか

り続け る うちに,自 然 に対す る関心 も興味 も,次

第に薄れてゆ くのではないだ ろ うか。

情報時代の1つ 前は工 業時代 である。そ の時代

の基礎 とな ったのは 自然科学 であった。そ して 自

然科学を基盤 とす る技術 は高度 に進化 して,20世

紀 の最後の4分 の1に あたる期 間にはきわめて複

雑 ・巨大な人工 システ ムが作 られ る ように なった。

そ のよ うな システ ムを設計 し実現 し運用す るため

に,シ ステ ムをモ ジュールに分割 してモジ ュール

のエ クス タ ーナ ル ビヘ イ ヴ ィ アに 注 目 し,モ

ジ ュール間の プ ロ トコルを定めて全体 を取 りま と

め るよ うにな った。その結果,人 工系の科学 とか

工学 とい うことが唱え られ るよ うにな った。

それ はそれで正当な必然であ る。 しか し情報 時

代 の基盤は工業技術であ り,自 然科学 であ る。 モ

ジ ュールを 中へ中へ とた どっていけば,行 き着 く

先 はr自 然』で ある。だか ら情報時代の今 日とい

え ども,モ ノを作 る技術者 とその技術の基礎 を支

える 自然科学を無視 してはな らない し,そ の研 究

にあたる人材を確保す ることは大切な ことであ る。

ところが 由々 しいことに近頃,子 供 たちの 『理

科離れ』 という現象が,理 科教育に携わる人々の

間で問題にな り,対 策に呂:慮している。ある国際

的な調査によると,小 学校高学年から高校を卒業

するまでの間に,理 科に対する生徒の姿勢は 『好

き』から 『嫌い』に傾 くのが世界各国を通 じて一

般の傾向であるが,日 本ではそれが殊に著しいと

いうことである。

理科嫌いの増える原因は,理 屈や計算が若手と

いうこともあるが,見 過ごせないのは自然に興味

が持てないことであり,そ の遠因はさらにたどれ

ば自然に触れる機会が減ったことにある。それが

科学技術の発展の結果であるのは,ま ことに皮肉

なことと言わねぽならない。

日本の場合,も う1つ 理科嫌いに拍車をかけて

いるのは大学入試である。大学進学率が増えたの

は結構だが,そ れがまた皮肉にも大学の変質を要

求することになっている。

とりわけ,か ならず しも学問に興味 ・関心が

あって大学に学ぼ うとい うわけではない人々に

とっては,大 学入試は楽な方がよい。入試に理科

がある大学は嫌われる。入試になけれぽ高校では

適当に勉強しておけぽよい。そしてこうい う情報

は,さ まざまなメディアによって迅速に広 く伝達

される。その情報に,受 験生の多 くは強 く影響さ

れている。

これが現代の情報社会の好ましくない側面の1

つであろ う。過剰なまでに多くの情報がきわめて

迅速に伝達される結果,受 け手の方が十分に注意

しなければ,情 報の作 り出す虚像を信 じて実像を ・

誤る危険がある。

そのせいばか りではないが,ご 承知のとおり大

学入試に関する論議が盛んである。大学 も多様な

選抜 という趣旨を掲げて様々な入試を行 っている。

筆者の勤務する大学でも,大 学院の入試も含める

と年間十数回の入試がある。入試は年に1回 とい

うわけではない。だからこの点でも季節感がな く

なったような気が している。一
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情報化月間は,昭 和47年 に 「情報化週間」とし

て開始され,昭 和57年 には 「情報化月間」と改訂

されて今 日に至っていますが,情 報化が産業分野

から社会 ・生活の分野に広 く深 く浸透しつつある

ことを背景に,メ イ ンテーマとしては一貫 して

「生活と情報化」を掲げ,種 々な行事が全国的規

模で実施されてきました。開始以来20年 以上を経

過した今日,一 般市民の間に情報化に対する正し

い認識と理解を醸成 していくことを 目的とした情

報化月間は,所 期の目的を十分達成 したと評価さ

れています。

一方 ,急 激に進展する情報化は,経 済 ・社会あ

るいは国際的な環境の変化とともに,21世 紀に向

か って新たな対応が迫られています。今日,新 た
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な情報化フロンティアに向かって様 々な側面から

積極的に議論が展開されています。中でも,情 報

化に関する教育は,今 後わが国が情報化を円滑に

進めていく上できわめて重要かつ緊急の課題とさ

れています。

こうした情勢に鑑み,情 報化月間のメインテー

マを 「新たなる情報化フロンティア」とし,今 年

度のテーマを 「教育と情報化」とすることとし,

全国各地で関係諸団体等により様々な行事が開催

されました。

情報化月間の冒頭を飾る行事として情報化月間

記念式典が,10月1日 全 日空ホテル ・鳳の間にお

いて,情 報化月間推進会議(議 長:影 山 衛司勧

日本情報処理開発協会会長)主 催により挙行され一



ました。

記念式典は,熊 谷 弘通商産業大臣の他,関 係

各省庁政務次官,事 務次官等の列席のもとで,情

報化促進貢献個人,同 企業 ・団体及び優秀情報処

理システム,全 国高校生プログラ ミング ・コンテ

ス トの入賞者に対する表彰状の授与が行われまし

た。特に本年度は,従 来から行われている優秀情

報処理システム一般の表彰と,本 年度のテーマで

ある教育のシステムの表彰が行われました。

内訳は,情 報化促進貢献個人は13人,企 業 ・団

体等は13件,優 秀情報システム一般は15シ ステ

ム,教 育は8シ ステム,ま た全国高校生プログラ

ミング ・コンテス トは7作 品でした。

今年度の月間行事は,景 気後退 とい う厳 しい局

面に も関わ らず,全 国で149件 の 展 示会,講 演会

・シンポ ジウム等 の多彩な行事が展開 されま した。

また,本 年 度のテーマである 「教育 と情報化」 の

協賛行事 として,「 教育」をテ ーマ とした催 しが

約50件 開催 され ました。

当協会に おいて も,北 は北海道 ・恵庭か ら南は

沖縄 ・浦添市 の12の 地方都市における地元 団体,

県,市 等 の協力 に よる展示会及び10月1日 の全 日

空ホテルにおける記念式典 の併催行事 として,㈱

コンピュータ教育 開発 セ ンター等 の協力 に よ り

「教育 と情報 化 シ ンポ ジ ウム」,「教 育 と情報 化

展」を,ま た晴海のデ ータショウにおけ る特別展

示 と して 「教育 と情報化展」を実 施 しま した。
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祝詞をのべる熊谷 弘通商産業大臣一



1.平 成5年 度情報化促進貢献個人

通商産業大臣表彰

氏 名 年齢 所 属 業 績

秋山 九朗 70 ㈱ 中 国サ ンネ ット 勧情報サービス産業協会の設立に寄与 し,地 域の情

代表取締役会長 報化の促進に貢献するとともに,身 体障害者を積極的
に雇用し社会福祉に貢献するなど情報サービス産業の

イメージ向上に寄与 した。

岡田 昌之 57 日本電子開発㈱ 囲情報サービス産業協会の標準化委員会副委員長,
代表取締役社長 企画専門理事会議長として標準化,組 織の強化,業 界

の地位向上等協会の発展に尽力するとともに不況対策
の検討等情報サービス産業のイメージ向上に寄与 した

北川 宗助 85 ㈱日本情報開発 昭和初期に我国の産業への事務機械の導入 ・普及に
相談役 従事して以来一貫して情報産業分野で活躍し,多 大な

貢献をするとともに,コ ンピュータの国産化,情 報処

理の普及,人 材の教育,指 導に積極的に努め情報産業
の発展に寄与 した。

上月 景正 52 コ ナ ミ㈱ 脚 日本 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ ソ フ トウ ェ ア 協 会 の

代表取締役会長 設立以来,総 務,法 的保護,企 画の各委員会委員長と
して事業を推進し業界の発展に大きく貢献した。また
CEC,RISEの 役 員 としてソフ トウェア開発,教 育の

分野で多大な貢献をした。

小西 一生 58 花王㈱ 勧 日本情報システム ・ユーザー協会発足の中心的な

理事 ・研究開発部門部長 役割をはた し,常 に協会活動の要職にあ りシステム開

発 ・運用技術の普及,中 堅中小企業の情報化に尽力す
るとともに,花 王㈱の情報 システムを現在の姿に作 り

上げ高度情報化に貢献した。 :

西垣 昇 75 ㈱ 近 計システム 大阪マイクロエ レクトロニクス㈱の初代理事長 とし

取締役 相談役 て尽力 し成果を挙げた。㈲ 日本システムハ ウス協会の 1
役員 として積極的に協会事業を推進 し,マ イクロコン |

ピュータ応用システムの普及促進,技 術者の養成,地 i
域情報化に顕著な功績を挙げた。 i

水野 重任 78 ㈱RKKコ ンピゴ ターサー ビス 永年,地 域の情報化に貢献し熊本テクノポリス事業
{

代表取締役社長 の推進に大きく貢献す るとともに㈱熊本ソフ トウェア

研修センターの設立に努め,設 立後は社長に就任 し高

度な技術を持った情報処理技術者の育成を積極的に推
遣 している。

水野 幸男 64 日本電気㈱ 通産省の産業構造審議会 ・情報産業部会の基本政策
副社長 委員会及び機械情報産業局のオープンシステム環境整

備委員会等の各委員を務め,業 界のOSI推 進協議会
会長等としてリーダシップを発揮し業界の発展に大き
く寄与 した功績は大である。

、■



総務庁長官表彰

氏 名 年齢 所 属 業 績

渡邊 龍雄 65 働 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー 政策決定を支援する先進的な政策情報システムを開

専務理事 発 し,行 政機関のデータベース開発に先導的な役割を

果たすと共に,電 子計算機利用に関する研究会を発足

させ,行 政機関のコンピュータ利用技術の向上等行政

情報システムの発展 に貢献 した。

運輸大臣表彰

氏 名 年齢 所 属 業 績

小野 政雄 66 造船学術研究推進機構 船舶の自動化 ・省力化を目指す高度自動運航システ

技術 コンサル タン ト ムの研究開発 プロジェク トを中心 となって推進 し,船

舶の運航に係る各種情報を統合 ・解析する高度な情報

システムの要素技術を確立 しこれ らに関 し,人 々の認

識を高めることに貢献 した。

郵政大臣表彰

氏 名 年齢 所 属 業 績

酒井 善則 46 東京工業大学工学部教授 郵政省の電気通信技術審議会の委員として電気通信

の標準化,マ ルチメディア技術の答申の取 りまとめを

するとともに高齢者 ・身障者の為の情報通信技術に関

する調査研究の審議の取 りまとめを行い情報化の促進

に多大な貢献をした。

一力 健
61 ㈱電通国際情報サービス

代表取締役社長

国際電気通信分野における情報通信システムによる

能率の増進及び経済性の向上に貢献するとともに,全

国一般第二種電気通信事業者協議会の初代会長として

情報化の普及活動を行うなど,情 報化の促進に多大な

貢献をした。 」

澤田 隆治 60 ㈱京阪企画

代表取締役

全 日本 テレビ番組製作者連盟の理事長 として,放 送

ソフ トの質的向上に貢献す るとともに,花 博のハイビ

ジ ョンシステムの構築に貢献す る等,ハ イビジ ョンの

普及にも寄与 し,情 報化の促進に多大な貢献をした。一



iρ}

ー

㌦

該

…

蟹 騰
「『i

.}!ll本

鞘

鑓

畢

ぱ … ・パ

シ ド マ げ ノ

〆 〃 舞

㌘ ・;・ ・ ノ

㌦/川

顎 働 ・ 購

受彰 された方々とその代表者に よる受彰の挨拶

メ輪』.

:"/
ズ ぐ レ鵬丁/
嘱

〆

l
l}

t

肇

己
〆

]

:1

ベポ

ジ ダ〆

1、

麺^

'

夢

ト

U

冷

宏

」「≦

詳

一



2.平 成5年 度情報化促進貢献企業等

通商産業大臣表彰

企業等の名称 代表者名 業 績

日本 コ ン ピ ュ ー タ ー ・シ ス テ ム㈱ 代表取締役社長
舟渡 善作

㈹情報サービス産業協会設立以来常任理事会社 と

して協会基盤の確立に寄 与すると共に,ハ ー ド機器

販売 とソフ トウェア開発を一体化 した総合的なサー

ビスを提供 し,地 域情報化の促進に寄与 した。

東 北 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ㈱ 代表取締役
山本 保

東北地方の情報サー ビス企業142社 で構成する東

北地域情報サービス産業懇談会の発足以来,会 長会

社を務める等,東 北地域の情報サービス産業の リー

ダー的な役割 を務め,同 地域の情報化に寄与 してい

る。

㈱旭川保健医療情報センター 代表取締役社長
遠藤 一成

ニューメディア ・コミュニティ構想に基づ く保健

・医療 ・福祉に関する情報化事業を推進す るための

法人として設立され,病 診連携による検診 ・検査デ
ータの構築 ・検索 ・転送等を通 じて病気の早期発見

・治療に貢献 し医療界の情報化に寄与した。

㈱富山県産業情報センター 理事長
宗田 勝博

「全国中小企業情報化フォーラム92」 を開催 し中

小企業者等に対 して情報化に関す る啓蒙普及事業を

行 うとともに地域データベースの構築等を通 して地

域の情報化に貢献 した。

㈱日本特許情報機構 理事長
土谷 直敏

特許庁が推進 してきた 「ペーパ ーレス計画」の中

核 である電子出願端末及び電子公報端末の開発,講

習会の開催等に積極的に協力 し,普 及活動に努め,

特 許情報オンライ ン検索 システムのより一層の改善
に努めOA化 の促進 に貢献 した。

富 士通 カス トマエ ン ジニア リング㈱

東京地区食品流通システム保守グループ

グループ代表者

岩井 秀樹
本グループの担 当するユーザーシステムは生鮮食

品流通 システムの中核 となる売 り場 とのオンライン

システ ムに使用されてお り,安 定稼働を維持す るた

め厳 しい作業環境下での保守活動を確実に履行 し情

報化促進に貢献 している。

働証券保管振替機構 理事長

渡辺 豊樹
証券保管振替システムの開発を行いシステム稼働
と共に株券等の保管振替事業を開始し,証 券流通市
場の保管,受 け渡し業務の抜本的合理化に多大な貢

献をした。
L

㈱ダイエー 代表取締役会長

中内 功

衣料品を含めた殆 どの商品の発注,在 庫,販 売に

おける商品管理業務にJANコ ー ド(日 本共通商品
コー ド)を 採用 したことに より,取 引先や問屋の取

引伝票のデータベースを一元化できる等 日本の流通

合理化に貢献 した。一
、



一
運輸大臣表彰

企業等の名称 代表者名 業 績

㈱ 日本造船技術センター 理事長 従来の設計法を一新 した プロペラ自動設計システ

今村 宏 ムを開発 しこれまで高度なエンジニアの経験と勘,

膨大な実験データに基づき多大な時間を費やして行

われていた設計作業の自動化,省 力化を果たしたこ

とに より情報化に貢献 した。

㈱ ツ ア ー ネ ヅ ト 代表取締役社長 業務処理を標準化した共同利用型のシステムを開

星 勇夫 発し,開 発技術力,資 金力に乏しい中堅以下の旅行

業者の情報化を促進した。旅行業界の近代化を図る

ため コンピュータを利用 した業務処理改善を行 う等

情報化の進展に貢献した。

郵政大臣表彰

企業等の名称 代表者名 業 績

北日本放送㈱ 代表取締役社長

角尾 信一

地域福祉向上策 として,聴 覚障害者等を対象にし

た字幕放送の導入に より,テ レビジョン放送のサー

ビスを容易に利用できることとな り,障 害者の福祉

向上に著 しく貢献 した。

セ ントラル システムズ㈱ 代表取締役社長

大沼 協一

中部地区を基盤として,金 融 ・流通関係のVAN

サ ー ビス等のネッ トワークを全国展開するとともに

㈱日本情報通信振興協会のリーダー的企業 として業

界の発展に寄与する等情報化の促進に貢献 した。

㈱ ハ イ ビ ジ ョ ン ワ ール ド 代表取締役社長

山田 昭夫

名古屋市におけるハイ ビジョンシステムの構築 ・

運用をは じめ,各 種ハイビジョンソフ トの製作を行

い,こ れを全国のハイビジョンシテ ィのモデル都市

に提供するなど,ハ イビジョンの普及促進に貢献 し

た。



3.平 成5年 度優秀情報処理システム

(一般)情 報化月間推進会議議長表彰

システムの名称 表彰対象者名 表 彰 理 由

アスファル ト合材販売 システム 前田道路㈱ 業界初の カー ド利用によるアスファル ト供給 シス

テムを導入す ることにより24時 間無人化運用を実現

し,顧 客利便の向上等サービスの強化 と人員 の削減

を達成 し,又 排気ガス ・騒音等の公害問題への対応

も実現 している。

海外タイヤ受注業務 システム ㈱ ブ リジス トン エン ドユーザー部門が主体で開発 したクライアン

海外業務第2部 ト ・サ ー バ シ ス テ ム で,毎 月3～5日 の 間 に 集 中 す

る全世界の受注データを迅速に処理 し,経 費の削減
や受注データの信頼性が高まり海外販社との関係が

密接になった。

神戸市地域サー ビス情報システム 神戸市 神戸市が保有する市民向け地域サービス情報を最
(あ じさ い ネ ッ ト) 新の状態で一元的に コンピュータを利用 して市民に

提供したり公共施設の利用予約 ・申込 ・料金精算等
を家庭から行えるシステムで市民の生活の向上に寄

与 して い る 。

保 健 ・医 療ICカ ー ドシ ス テ ム 兵庫県津名郡 個人毎に複数の医療機関で発生する保健医療情報
五色町 を1枚 のICカ ー ドに記録 ・蓄積 し,そ れを個人が

保管管理する事により,医 療機関での適切で効率的
な診療や健康指導に寄与し,住 民の健康意識の向上
に貢献 している。

実戦利益マイン ド ㈱帝人システム 学生,社 会人に平易に財務諸表の知識と分析力を
ト レー ニ ン グ シ ス テ ム(V2) テ ク ノ ロ ジ ー 身につけ させるだけでな く,日 常 ビジネスの場で発

生する事柄を通 じて利益追求の為の判断力,応 用力
を養成するシステムで,学 校,企 業の教育,研 修の

場で広 く使用 されている。

地方自治体 山口システム 地方自治体で必要とされている住民税,固 定資産
税調定管理 システム 開発㈱ 税,軽 自動車税,国 民健康保険の認定及び収納を管

理す るシステムで,リ アルタイム処理を中心 とした
パ ッケージで立ち上が りが短期間に出来 ,信 頼性が

高 く効果が大きい。

統合型地図情報システム 日立 ソフ トウェア 電力 ・ガス等の公共企業体の手書きした施設図を
rGISCore」 エンジニア リング㈱ スキ ャナか ら読み込み ,必 要部分のみをベク トル化

(自動ベク トル変換機能)し,残 りの部分をそのま

ま利用できるハイブ リッ ト機能を有す るシステムで

管理業務の高度化 ・合理化が図れ る。一



システムの名称 表彰代表者名 表 彰 理 由

技術情報管理システム 日野自動車工業 開発業務の技術情報'図 形の検索時間,設 計時間
「HITEMAS」 ㈱ の短縮,部 品の共通化,遠 隔地か らの検索の効率化

技術情報システ 等省力化を実現 した光ディスク ・イメージ処理技術
ム部 を最大限に駆使した大規模な技術情報管理システム

で,運 用的にも先進性に富んでいる。

Modelware ㈱ エヌ・ケー エクサ 平面データの読み とり,立 体物の測定機を使 う読

(3次 元加工システム) み込みによる3次 元立体モデルを自動生成出来るシ
ステムで,機 能改善を進め地図,置 物,装 飾,医 療,

機械部品等の入力から加工まで一貫して高速で処理
できるものとした。

北総 ・公団線運行管理システム 日本鉄道建設公 相互直通運転を実施する区間の列車運行の安全性
団 安定性を図るため,運 行管理,旅 客案内及び施設管

理等を一元的に行 うシステムで,経 営基盤の脆弱な

第3セ クター鉄道への適用が可能であ り,指 令業務

の近代化に寄与 した。

列車ダイヤ ・時刻表作成システム 東海旅客鉄道㈱ 列車 ダイヤの作成,時 刻表等の抽出,転 記,照 合,印

事業本部運輸営 刷の一連の作業の省力化 と経費の節減のシステムで

業部 手作業での複雑かつ膨大な作業が大幅に簡略化 ・効
率化された事により鉄道事業の近代化に寄与した。

MHS 大阪商船 将来のEDI化 を視野にいれて,通 信 プロトコル
;

(メ ッセージ ・ハン ドリング ・システム) 三井船舶㈱ の国際標準であるX-400を 採用 して,パ ソコン =

を統合端末として利用し,各 個人の執務室からTE
IIEX等 各 メディアの相互接続を可能に したシステ {
ムで,海 運業界の情報化に寄与 した。 …

FM放 送情報システム ㈱エフエム東京 VANと 同等の機能を有 し,既 存のシステムを有
1

効に利用でき,パ ソコン上の処理プ ログラムの開発

のみでシステム導入を可能にし,パ ソコン通信を使

用 し情報通信を行 う事ので きる業務用 システムとし

て高 く評価 されている。

ク レパ ス シ ス テ ム ㈱ ボ イ ス メ ール 特別な端末機を用いる事無 く,プ ヅシュボタン式

の電話機によりホームショッピング等の決済のでき

るシステムで,迅 速かつ確実な システムで利用者,

事業者双方に利便性を与えるサービスとして高く評
価されている。

オ ー ク ネ ッ トシ ス テ ム ㈱ オ ー ク ネ ヅ ト 通信衛星回線及び地上回線を組み合わせたりアル
タイム画像処理のオークシ ョンシステムで,遠 隔地

か らの参加も可能であ り,動 画,音 声 の伝送が可能

でオークションの効率性を高めるシステムとして高

く評価されている。

・

"



(教育)

システムの名称 表彰代表者名 表 彰 理 由

石 川 教 育 情 報 ネ ッ トワ ー ク

(INET=ア イ ネ ッ ト)

石川県

教育セ ンター

全国初の汎用 コンピュータを使 った本格的な教育

情報提供 システムであ り,ホ ス トか ら情報を引き出

し,学 校からの情報 も登録できる双方向の通信 ネッ

トワークシステムで作業の効率化,省 力化 の向上に

寄与 した。

教育用計算機システム 大阪大学情報処
理教育センター

教授や学生が使いたい ときに自由に使える全学部

を対象に した大規模な分散 ネットワークで,リ テラ

シー教育,レ ポー トの作成,授 業全体の管理,電 子

ニュースに よるコミュニケーシ ョンの充実等教育シ

ステムとして大 きな成果を上げた。

教 育 情 報 ネ ヅ トワー ク ・シ ス テ ム 兵庫県立
教育研修所

教育分野において本格的なクライアン ト・サーバ
ー形態のオープンシステムで

,広 域VANの 研修を

構内LANで 実 現 した り,ネ ッ トワーク利用につい

ての技術教育の普及等先進 の情報教育に関す る実習

を行 っている。

理科教育用パ ソコン計測 システム 天良 和男 高速で連続的に変化する自然現象を 自動的に測定

し,グ ラフな どの結果を リアルタイムに表示できる

システムで拡張ス ロッ トバスやRS-232C,マ ウス

等接続が可能であ り様 々な実験に対応 でき,学 校の

情報化に大 きく寄与 した。

THINKリ ー ド学 習 シ ス テ ム カテナ㈱ 小四から中三 までの主要教科を網羅 し,か つ発展
・応用問題 も揃えている他

,解 説部分に特徴を持た

せることに より授業のまとめや復習に,ま たは完全

個別学習に活用 しやすいシステムとして教育の情報

化の推進に寄与 している。

教材開発支援 システム

SCHOOL-ACE
富士通㈱ SCHOOL-ACEは コースウェアの対話型教材開

発ツールの先駆的な存在で,発 売後マルチメディア

技術等先進技術を取 り入れたシステムを提供 し,多

くの コースウェアが開発され,教 育,学 習に活用 さ

れ,高 い評価を受けている。

GeoBlock 日本IBM㈱ コンピュータを利用 した数学の指導 ・学習環境 を

強力にバ ックアヅプす るツールである。簡単な操作

で幾何学特性を持つ図形を描画でき,ま た計算式や

アニメーションで描画 した図形の性質を確認するこ

とがで きる優れた ソフ トウェアである。

マ イ オ ー ル マ イ テ ィ 〈 マ ム 〉 ㈱データポ ヅプ ワープロ,表 計算,デ ータベース ,作 画,通 信,
プ ログラミングの6種 類の機能を持ち,各 機能か ら

ワンタッチで別の機能に移る異機能間マルチ リンク

が可能な教育用統合ソフ トとして高い評価を受けて

いる。一



平成5年度全国高校生プログラミング・コンテスト入選作品

作品名
作 成 者

作 品 の 概 要
学校 ・学科 ・学年 氏 名

最優秀賞

ポケコン表計算

岡山県立
水島工業高等学校
電 子 科3年
〃

情報技術科2年
"

飯田 祐介
緒方 啓孝
金光 修身
鷺森 常知

パソコンソフ トとして使用頻度の高い表計算

ソフ トを,ポ ケコンに置 き換え,手 軽な利用を

考えたプログラムである。

ポケ コンの少ないメモ リをプ ログラムで補 っ

たマクロの設定や,デ ータ転送 などに工夫のあ

とがみられる。 また,市 販のアプ リケーション
ソフ トとの互換性 もあり,操 作性 もよいので実

用的なプログラムである。

優秀賞

スクールバザーの

データ処理

岐阜県立
海津北高等学校
情報処理科2年

:

;l

l

l

山口 達也
野村 豊一
浅野 博之
岡田 友和
伊藤 篤史
中木屋勝士
伊藤 昌美
種田 智哲
桑原 誠代

販売実習システムとして,優 れた実績を上げ

ている完成度の高い作品である。処理 として,

売上明細書作成,フ ァイルの更新から市場調査,

釣 り銭判断,レ ジの待ち時間な どを総合的に処

理出来るプログラムである。

優秀賞

指文字学習システム

埼玉県立
新座総合技術高等学校
情報技術科3年

:

;;
"

山野 和恵
畠山 真紀
佐藤美穂子
中山 裕之
坂東 宏和

手話の補助的要素になる 「指文字」をパ ソコ
ンとメインフ レームを使用 して学習するシステ

ムである。

マ ウスを使 って文書入力が簡単に行え,指 文

字を画面に表示す ることができる。 メインフ レ
ームへ文書伝送す ることに より

,プ リンタ用紙
に高速印字す ることができ,効 率的な学習が可

能なプログラムである。

優 秀 賞

LeピsStudy

Japanese
－見 て 聞 い て

話 して 覚 え る

日本 語 講 座 一

千葉県立
一宮商業高等学校

情報処理科2年
"

商 業 科2年
情報処理科1年

和泉 雅之
市原 光祐
市原 勝美
向瀬 利奈

国際化とい うと,英 会話のテープを買 ってき

て練習する姿を思い浮かべる。この ソフ トは,

外 国人に日本語を勉強 して もらおうとい うとこ

ろに発想の原点がある。
パソコンの持っている機能を十分に発揮させ ,

発 音,発 声か ら始 まって,五 十音,日 常会話,

単語等を体系的に学習できるプログラムであ り,

言葉に障害を持った人や,帰 国子女,外 国人な

どには強力なCAIソ フ トである。

優秀賞

論 より証拠
一論理式簡略化

プログラムー

埼玉県立
熊谷工業高等学校
情報技術科3年

;;
石川 直樹
松下 親也
神田 善弘

端末装置か ら論理式を入力すると,プ リンタ

に真理値表を出力 し,さ らに自動的に論理式の

簡略化を行 う。そ して,簡 略化された論理式,
カルノーマップおよびMIL記 号に よる論理回

路図を出力す ることができる。

機能面で も,論 理回路の簡略化法の学習に役

立つ工夫がされたプログラムである。

・

胡



作 成 者
作品名 口

作 。ロ の 概 要
学校 ・学科 ・学年 氏 名

優秀賞 山口県立 パ ソ コ ンLANを 利 用 して ,

岩国商業高等学校 同時に40台 の端末か らファイル

情報処理科3年 鶴田紀世香 岡 尚美 の作成,変 更を可能 として ,短
LANを 利用 した

図書プログラム ;;2年
村尾香穂子
樋口 泰伸 坂本 智子

期間で大容量ファイルを作成 し,

レコー ドに排他制御を し,同 時
〃 佐々木里花子 沢田 麻美 変更を防 ぐようになっている実
〃 中西 咲江 二井 美帆 用可能の図書管理 プログラムで
〃1年 松本 敬一 矢村 武也 あ る 。
〃 上村 奈美 亀島 智子
〃 柴北 恵理 新川 亜美
" 曽我 洋子 正木 美和
〃 山下 香織 渡辺裕美子

商 業 科2年 岡本 龍宏 正木 堆子
〃 小原 範子 籾田 秀治
" 末富 美鈴
〃1年 森宗 貴史 渡辺 琢磨
〃 尼崎 充成 片山 尚
〃 本間 恒平

経 理 科1年 重岡 豊 浜中 幸枝

努力賞 宮崎県立 C言 語 を利用 して,簡 単な グラフィックを描
グ ラ フ ィ ッ ク 宮崎農業高等学校 画 す る た め のMS-DOSコ マ ン ドで あ る 。ま た,
グ ラ フ ィ ッ ク ・ 生産流通科3年 武田 宏隆 このコマン ドに使用す るテキス トを作製するプ
ソ ー ス ログラムの2本 立になってお り,マ ウス操作 に

よって図形を描出するとともにテキス ト文を生

成出来るプログラムである。
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「産業情報化 シ ンポ ジウム」

去る10月8日(金),東 京大手町の 日経 ホール

において,「平成5年 度産業情報化シンポジウム」

が開催されました。ここでは概要とプログラムの

中か ら講演の要旨について,簡 単にご報告 させて

いただきます。

本 シンポジウムは,わ が国の産業界における情

報化を積極的かつ円滑に推進することを 目的に,

それに係る各種研究成果お よび先進的業界事例の

紹介などを行 うことを目的とし,業 界団体および

先進企業の経営者を対象に開催 しているものです。

例年,タ イムリーなテーマと関係者の方々のご協

力により,多 くの方のご参加をいただいてきまし

た。

今回も肋 日本情報処理開発協会 ・産業情報化推

進センターと日本経済新聞社が主催し,通 商産業

省をはじめ,わ が国の情報化に係わ りの深い5つ

の団体などの後援により開催致 しました。

日時1平 成5年10月8日(金)

10:00～17:00

会場:日 経ホール

主催:㈱ 日本情報処理開発協会 ・

産業情報化推進センター

日本経済新聞社

後援:通 商産業省

閣日本電子工業振興協会

㈲情報サービス産業協会

㈱日本情報システム ・ユーザー協会

EDPユ ーザー団体連合会

当日は約550人 の参加者があ り,厳 しい経済状

況の中でも,産 業界の方々が情報化について高い

関心を持っておられることが感 じられました。

プ ログラム

〈講 演〉

「高度情報化社会における人材育成」

㈲ 日本情報処理開発協会 顧問

山本 欣子

「鉄鋼業界における

業際EDIの 現状と課題」

㈱鋼材倶楽部

鉄鋼流通情報化研究会 主査

福島 義治

〈パ ネルデ ィスカ ッシ ョン〉

「新時代 を迎え る産業 の情報化 と情報産業」

コーデ ィネーター

幽 日本情報 システム ・ユーザ ー協会

理事長

パネ リス ト

伊藤 正雄

通商産業省機械情報産業局

情報政策企画室長
EDI推 進協議会

前川 徹

企画委員長

㈱ アル ゴテクノス21

鋤鍋材倶楽部

窪田 芳夫

社長

佐藤雄二朗

鉄鋼流通情報化委員会副委員長

日本電気㈱ 副社長

堀内 好浩

水野 幸男

働日本情報処理開発協会

常務理事 中央情報教育研究所長

栗田 健二



テー マ と 目的 につい て

今回のシンポジウムは,「情報化の新たなる展

開一新時代を迎える産業の情報化 と情報産業」を

テーマとしています。わが国では,1990年 代に入

り,ダ ウンサイジング,オ ープン化,ネ ットワー

ク化の進行に加え,深 刻な不況を契機 として産業

における情報化投資の見直しと情報産業の構造改

革の必要性,ま た,そ こでのソフトウェアの価値

の重要性が指摘されてきています。一方で,情 報

システムとその構築技術の高度化 ,エ ン ドユー

ザーコンピューティングの進展等に対応する高度

かつ多様な情報処理技術者の育成も必要になって

きています。

この ような状況のもとで,通 商産業省の産業構

造審議会情報産業部会では,平成4年12月 から平成

5年6月 にかけて,ソ フ トウェアの価値の確立と

取引の適正化,「 新情報革命」を支える情報化人

材の育成,EverywhereComputingの 実現と情報

化のための新たな社会資本整備の必要性等につい

て一連の提言を行ってきました。

このように,来 るべき情報化社会を築 く上でき

わめて重要なこれらの提言が報告 されたのを機

に,政 府,ユ ーザー及びベンダーが一堂に会 し,

それぞれの立場から提言にとりあげられた諸問題

について討議 し,ま た,今 日の産業の情報化の重

要な課題であるEDI(電 子データ交換)に ついて

も焦点をあて,産 業情報化の推進に資することを

目的としました。

基調講演について

基調講演は,ス タンフォー ド大学教授で,産 業

構造審議会情報産業部会の基本政策小委員会委員

長の今井賢一氏か ら,「 新 たな情報化 社会 の シナ

リオ」 と題 して行われ ました。

今井氏は,ま ず 日本 とア メ リカの情報 化 の進

展,特 にイ ンフラス トラクチ ャと しての情報化の

基盤の発展 を比較 され,さ らに,イ ンターネ ット

を例 として,米 国では情報化社会 とい うコンセプ

トを再考 してい く過程か ら ,今 日の発展 を見せ る

ようにな った経緯を説明 されま した。 そ して ,わ

が国での今後のイ ンフラス トラクチ ャの コンセブ.

トを作 ってい くために,長 期的 な観点 での本格的

な議論の必 要性 につ いて話 され ました。

次に,こ れか らは特定 の仕事をす る人だけでな

く,だ れ もがいつで もどこで もコンピュー タを使

うような,EverywhereComputingの 時代 になっ

てい くこと,日 本では特にホ ワイ トカ ラーなどの

知的生産性 の向上が課題 であ ることを説 明され ま

した。

それか ら,情 報 化社 会 の シナ リオの1つ と し

て,ユ ーザ ーが 自分 で情報 をそ こへ持 って くる こ

と,す なわ ち自己組織化 とい うことと,ユ ーザ ー

の役割 の重要性につ いて説明 され ました。 また ,

情 報化社会で主 とな る標 準化 の中で,今 後は私的

な標 準の普及がオーブ ンになって,次 々とそれを

進化 させてい くことの重要性を述べ られま した。

そ して,日 本 の コ ンピ ュー タ ・ビジネスに とっ

て,ソ リューシ ョンビジネス と,問 題 を解決 して

い くプ ロセスの持 つ意 味を話 され ま した。

それか ら,こ れ か らのインフラス トラクチ ャに

は国が作 る ものばか りでな く,各 自が費用を負担

し,そ れを利用 しなが らお互いに ビジネスを活性

化 してい くものが あることを示 され ました。

次に,OSやMPUの ア ーキテ クチ ャの競争 の重

要性,さ らに,市 場 メカニズ ムと自己組織化,つ

ま り,最 近の草の根的なアプ ローチや,少 し広い

概念 での ボランテ ィア活動 の今後 の情報 インフラー



ス トラ クチ ャでの必要性について話 されま した。

最後に,い かに して人 々が変わ ってい くか,

次 に何 が出て くるか とい うことについて,問 題の

所在を レベルを 上げ て探 してい く方法 と,現 在 ま

での経緯を振 り返 ってみて,も う一度次の方針を

決めて い く力法 とについて述 べ られ,こ れか ら重

要 となる考 え方を示 され ま した。

講演について

当協会の山本欣 子顧問からは,|高 度情報化社

会における人材育成1と のテーマで,最 近,コ ン

ピュータへの依存度が社会的に大変高くなってき

たために,情 報処理技術者の量の問題から質の問

題に重点が置かれるようになってきた経緯,ソ フ

トウェアの質というものをソフ トウェア技術者の

質への要求に転嫁 して考えざるを得ない ことか

ら,今 後の高度情報化社会がプロの技術者に対 し

て要求するものは何であるか,教 育に要求するも

のは何であるかというようなことについて講演さ

れました。

まず,通 産省の産業構造審議会における,情 報

化人材に関す る検討経緯を含め,新 人材像の分類

について,1987年 に示した考え方 と比較 し,追 加

されたものや変更された点の要点も含めて,1つ

1つ の分類について説明されました。

その中で,エ ンドユーザー ・コンピューティン

グが進展 してきた中での,専 門家の仕事の重点の

移るべき点や,今 後,コ ンピュータ ・システムが

多様化すると,ハ ー ドウェアとソフ トウェアの分

担にもかな りの変化が出て くることにな り,両 方

に大変詳しい技術者が必要になって くるのではな

いかとコメントされました。

次に,中 央情報教育研究所で産業構造審議会の

答申の結果を受けて作成中の標準カリキュラムの

体系,そ して,そ れぞれカリキュラムは応用能力

と知識と2つ に分けてあることの説明がありまし

た。 この標準カリキュラムを現在行われている情

報処理技術者試験に対応させることとして,そ の

試験内容は現在,肋 日本情報処理開発協会 ・情報

処理技術者試験センターで検討 しておりますが,

試験の実施時期などについても説明されました。

また,人 材の確保と育成については,情 報処理

技術者の社会的地位の向上の重要性について,そ

してその具体策については業務の内容と環境条件

とい う2つ の点か ら話 され,ま た,よ いソフ ト

ウェアと悪いソフトウェアを明確に区別するソフ

トウェアの評価の体制や技術を確立することの重

要性を話されました。また,別 の面として,ソ フ

トウェア開発の対価が,シ ステム,ソ フ トウェア

の質に対してではなく,作 業工数に対して支払わ

れていることによる問題についての話があ りまし

た。

次に情報処理教育に関する全般的視点から,専

門家の教育と一般の人たちのリテラシ教育の2つ

について,そ の内容や課題などについて,特 にリ

テラシ教育については,そ の習得すべき時期につ

いて,米 国の事例もまじえて説明されました。

中央情報教育研究所が以前行 った,SEを 対象

に したアンケー トの結果の紹介があ り,SEの 業

務にとって重要 と考えられる資質能力は,今 まで

のわが国の教育では,あ まり養成 されてこなかっ

たのではないだろうかという感想を述べておられ

ました。

また,現 役技術者の再教育,リ カレソ ト教育に

ついて,OJTとOFFJTの バ ランスの取れた組み

合わせの必要性が過去 と比べて高まっている中

で,今 一番勉強 しなければいけない人たちが一番

勉強しにくい環境にあること,こ の実態を改善す

ることが是非 とも必要であることを話 され,ま



た,教 育の重要性や必要性に対する意識を経営者

が持つことの重要性についてふれられました。

具体的な対策として,技 術者1人1人 のキャリ

アパスとい うものを設定するなど,人 事計画に完

全に組み込まれた,組 織的な教育体系を整備する

体制づ くりの必要性について挙げられました。

続いて,㈱ 鋼材倶楽部鉄鋼流通情報化研究会主

査の福島義治氏より,「鉄鋼業における業際EDI

の現状 と課題」 とのテーマの講演が行われました。

鉄鋼業界におけるEDIの 現状として,ま ず ,日

本の鉄鋼業において,EDIに いたるまでの検討経

緯についての話があ り,こ の比較 として米国 ,

ヨーロッパなどの海外の状況について触れられま

した。

次に,鉄 鋼業界の物の流れの複雑 さ,そ れによ

る情報系の複雑さと標準化の必要性,さ らに鉄鋼

ネ ットワーク研究会がつ くられた経緯について説

明があ りました。

続いて,今 後の鉄鋼業界でのEDIを 考えていく

にあた り,「情報化」,「近代化」,「国際化」の3つ

の観点から,海 外お よび他の産業界の状況調査

や,鉄 鋼業における物流の側面を通して ,こ れま

で検討されてきたことについて ,具 体的な説明を

されました。

また,実 際にシステム化 していく過程で明らか

になった課題を克服 してきた経緯を話されました。

さらに,業 界内部の合意か ら ,課 題 の整理,

EDI標 準原案の作成,標 準化作業 ,他 の業界との

調整,他 の業界にEDI検 討のための組織作 りを依

頼する際のことなど,1つ1つ 進めてい くことが

大切であることを述べられました。

鉄鋼業界の中での検討では,時 間と手間をかけ

ながら業界内で意思統一が図られてきており,現

在のコンセンサスとしては,標 準化について協調

することと競争は全 く別のものであるとい う概念

がで きた ように思われ るとの ことで した。 また,

実 施に 当た っては,ま ず,ニ ーズの強 い情 報か ら

始めた こと,標 準 と してCII標 準 の採用を業界で

決めた ことな どにつ いて もふれ られ ま した。

また,実 際に業際EDIを 進 め るに 当た っては ,

相 手業界の調査を十分にす ること,意 志決定 を誰

がす るか,特 に業務部門が関心 を持つ ことが必要

である ことについて,説 明が あ りま した。

次 に,EDI導 入 に関 しては,賛 成,反 対,そ れ

ぞれの様 々な意見があ ることを ,具 体的 な例 をい

くつか紹介 しな が ら説 明 され,い ろい ろな意 味

で,現 在は発展段階 のよ うにも思われ ると述べて

お られま した。 また,標 準化 との関連で ,ア メ リ

カ と日本 での取組み姿勢の違いについて
,感 じて

おられ ることを話 され ました。 さらに,こ れか ら

のシステムを作 る場合,視 野 を広 くして考え るこ

との重要性を指摘 され,ま た,ビ ジネス ・リエ ン

ジニア リングの視点 と して ,事 務の生産 性 も,標

準化 に よって,い ろい ろな意味で改善で きる可能

性についての考えを示 され ました。

さらに,業 際EDIを 実 現す るために ,他 業種 の

方 々 と接 してこられた ことに よ り,い ろんな人的

ネ ヅ トワークもで き,考 え方 も吸収 できたのでは

ないか と述 べ られ,そ の点 の評価を されてい まし

た。 また,や は りEDIの 実 施において意見調整 を

す る上 での話で,上 層 部の理解 が非常 に大事 であ

ること,そ れを得 る ことの難 しさにつ いて も述べ

てお られま した。

EDIに 関す る課題 と して ,相 手 といかに話を し

て共通認識を得 るか,リ ーダ ーシップの必要性
,

標 準開発業務を どの ように続 けてい くかにつ いて

説明 され ました。

また,こ れか ら必要にな って くることとして ,

在 庫 削減 を1つ の例 と して,そ れぞれの会社 だけ

ではな く,業 界 内,さ らに他の業界 へ と広げ て検一



討 して問題解 決をする ことにつ いても考 えられて

い ることを示 されま した。

最後に,業 際EDIは 様 々な面か らビジネスを見

直す,あ るいは再検討す る大 きな きっかけになる

ものであること,ま た,一 種のイ ンフ ラス トラク

チ ャであ り,そ の整備についての行政面での役割

についての考 え も述べ られ ま した。

なお,本 シンポ ジウムの詳細 につ きま しては,

産 業情報化推進 セ ンターの広報誌 「産業 と情報j

を ご覧下 さい。

一



海外ニュース&ト ピックス

<電 気 通信>

1993年10月13日,ベ ル系地域電話会社7社 の中

の1社 であるBellAtlanticが,ア メ リカCATV業

最 大手 のTele-CommunicationsInc.(TC

I)と そ の 子 会 社 で あ る番 組 制 作 会 社Liberty

MediaCorp.の 買 収を発表 した。買収 総額 は約12

0億 ドルで,さ らにTCIとLibertyの 負 債96億 ドル

もBellAtlanticが 継 承す る。 この買収発表 は,そ

の額 の巨大 さ(日 本 円で1兆 円を超 え る)だ け で

な く,電 気 通信事業 と放送事業 の関係や,情 報 ハ

イ ウェイの構築な ど,政 策 ・規制,技 術開発 の面

で,今 後様 々な反響 を呼 び起 こす ことにな るであ

ろ う。

〈放 送 〉

ア メ リカのHughes社 は,早 ければ1994年 春 か

ら多チ ャンネル の衛星放送 サ ービスを提供す る予

定 であ る。 チ ャンネル数 は150に も及 び,現 在 の

日本の衛星放送 チ ャンネル数(衛 星 放送3,CS

放 送6)と 比 較す る と気 が遠 くな るよ うな数字 で

あ る。 この ような多 チ ャンネル化はデ ィジタル圧

縮 技術の進歩 に よ り可能 にな った もので,受 信機

器 も安 く設定 され てい る。Hughes社 が 主 に視 野

に置い ているのはCATVに 接 続 して いな い視 聴

者で あるが,多 チ ャンネル を提 供 で きな い 弱小

CATV事 業 者 には大 きな脅 威 とな るであろ う。

〈 情報セキ ュ リテ ィ 〉

ア メリカ政府 は,政 府が開発 した暗 号化チ ッフ.

で あ るClipperの 使 用 を産 業 界 に 提 案 して い る

が,産 業 界ではDESやRSAと い った暗号化標準

の利用 が進 んでお り,プ ライバ シーの保護に不安

があるClipperの 採 用 には躊躇 してい る、 政府 は

民 間での使用の強制 は しない ものの,政 府調達機

器 にはClipperの 使 用 を義 務づけ る予 定 で,機 能

的に劣 るものが事実上 の標 準 とな り得 ることを業

界は危惧 して いる。

〈情 報技術産業市場 〉

アメ リカのDatamation誌 が 発表 した情 報技 術

企 業世 界100社 に よれ ぽ,1992年 の 大型 コ ン

ピュー タ ・メ ー カーの収 益 は さらに悪 化 す る一

方,周 辺機 器 メーカーの収入 は上 昇 してい る。成

長 の中心 はハー ドか ら ソフ トや サー ビスに移 って

お り,依 然 としてハ ー ドウェア メーカーが主流 で

ある とは言え,上 位100社 に 占め る ソフ ト ・サ ー

ビスの割合は年 々高 まってい る。

〈EDl>

シ ン ガポ ール で は,製 造 業 者や 商社,運 送 業

者,政 府機関を結ぶ電 子デー タ交換(EDI)ネ ッ

トワークで あるTradeNetが 大 きな成功 を収 め て

い る。TradeNetは,1988年 に 政府が出資 して運営

を開始 したEDI網 で あ り,そ の後 急 速 に広 ま っ

た。特 に貿 易手続 き関係は,TradeNetに よ って大

いに効率が高 ま り,貿 易関係だけ で年10億 ドルの

節約にな った と推 測 され て い る。 い まやTrade-

Netは 医 療部 門や法律,不 動産,建 設部 門に も拡

張 され ようとしてお り,さ らに海外 に広 げ ること

も考え られ ている。 また,シ ンガポール政府 は,

次 のステ ップ として,す べて の家庭,政 府機 関,

企 業を電子 的に結 び,完 全な ネ ッ トワー ク社会を

実現 しようと考 えてい る。

〈電気通信インフラ 〉

企業が海外に進出 しようとする場合,現 地の電

気通信事情は今や重要な要因であるが,旧 共産圏

の東 ヨーロッパの電話網は非常に貧弱で,100人

当た り10～15回 線程度 しかなく,西 側国がおよそ

45く らいであることと較べて も1/3以 下であ

り,し かも品質も落ちる。てっとり早 く回線を引

くには無線を使 うのが一番であ り,携 帯電話事業

で先進諸国の電気通信事業者 とジョイ ン トベ ン

チャーを組んでいる例は多いが,基 幹となる有線

インフラの構築は資金的に厳 しい状況にある。一
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ヒューマ ニズ ム宣言

熊本県

企画開発部開発課主事

大 谷 俊 郎

世の中の人を,デ ィジタル派 とアナ ログ派 に分

けな さい と言われれぽ,僕 は常 日頃からアナ ログ

派人間 とい うことにな るのだろ うと思っている。

弱冠26歳 の僕が,堂 々とアナ ログ派宣 言 して しま

うの も何だか気恥ずか しい気 もするのだが,こ の

分類法には年齢は問えない。 「車 は今 で もマ ニ ュ

アル車,時 計は古めの手巻 きが いい。」 と八代 亜

紀(熊 本県 出身)の 「舟歌」風にな って しま った

が,こ の ような嗜好 の部分を通 り越 して,頭 の回

転 も,デ ィジタル対応 の時代か ら一歩二歩遅れて

い るか もしれない。(こ れにつ いて は,あ ま り認

めた くはないのだが。)と もか く,今 回は,い まさ

らデ ィジタル派VSア ナ ログ派 の派 閥論争を繰 り

広げ るつ も りはない。随分 とまわ りくどくなって

しまったが,単 な る言い訳を したか っただけ なの

だ。人事異動の気 ま ぐれか,今 年4月 に情報関係

の職務について しまった。それ まで,パ ソコンは

もち ろん,ワ ープ ロで さえ満足 に使 えないといっ

た生活を送 っていたのだか ら,こ の場 で何か特別

な情報分野 につ いて の お話を させ て いただ くの

は,非 常に申 し訳ない。 しか しなが ら,こ れ も何

かの縁だ とい うことで,僕 な りの幼稚 な情報化へ

の一言を書 くことに した。(か な り遠 回 りを し,

こ じつけが ま しい一言になるだ ろ うが。)

「リバー ・ランズ ・スル ー ・イ ッ ト」 とい う1

本 の映画 を観 たのは,10月 頭 の ことだ った。 出張

先の東京 で,夜,時 間を持て余 した僕 は,何 気な

く映画館 へ と足 を運んだ。映画なんて全 国 どこで

も同 じものだ と思 っていたが,上 映開始 の合 図に

は驚か された。「キ ンコー ン,カ ンコー ン」とい う

懐か しい学校 のチ ャイムが なるではないか。熊本

では,「 ブー ツ」とい うブザ ー音が鳴るのに。これ

は余談だが,地 域 間での習慣 の違いにはいつ も新

鮮な驚 きがあ る。 ともか く映画 は始 まった。

スク リーン上に映 し出 されたのは,こ の うえな

くきれいで,き わめて叙情 的な世界だ った。遥か

山嶺か ら流れて くる川,そ の透 きとおる様な水,

き らきら光 る水面 の上を カゲロウ達 がはかなげに

乱舞す る。 そ の中 を釣 り竿か ら導 き出 され た糸

が,前 後 に大 き く弧を描 き,や がてそれ は1つ の

リズ ムを保 ち,生 物 のよ うに空へ放 たれ る。静か

だが深い場面 が続 いた。 この映画では,ア メ リカ』

のモ ンタナを舞台に,フ ライ フィヅシング(簡 単

に言 うと,洋 風毛鉤釣 りとで も言 ったらいいのだ

ろ うか。)を 通 して刻まれてい く家族 の絆 が 描か

れていた。 アナ ログ的懐古主義の僕 には,何 とも

言 えない世界だ った。

僕はそ もそ も情報 化 とい うの は,一 方的 に し

ろ,双 方的に しろ,人 間が コ ミュニケー ションを

行 いたい とい う気持 ちか らスター トしている と思

う。 どの よ うな手段が いい のか,少 しで も速 く,

少 しで も便利 に,良 い コミュニケーシ ョンが取 り

た いとい う願 望が,情 報化 をここまでに したのだ。

その手段 として,電 話 があ り,フ ァクシ ミリがあ

り,パ ソコン通信,テ レビ電話な どが生 まれて き

た。 これ らは将来 どの様 な姿 になってい くのだろ

うか。 もはや,想 像 の域 を超 えた次 元 の もの と

な って しまった気がする。

'



ところが,こ の様な最新機 器が持 つ媒体能 力を

用 いた意思の疎通 とは別に,文 字や会話等 に寄 ら

ない コ ミュニケーシ ョンが存在す る。例 えば,父

と子が,日 曜 日の公園の片隅 でキ ャッチボールを

してい る。ボールを投 げて,グ ラブで受け る。 ま

たボ ールを投 げる。単純 な繰 り返 しでは あるが,

そ こには不思議 な,目 に見 えない何かが生 まれて

いるのに気がつ くはずだ。 この映画を持 ち出 した

のはそこにある。ただ の釣 り,フ ライフ ィッシン

グと言 って しまえ ばそれ までだ が,そ れ を通 し

て,父 と子,兄 と弟の絆が培われてい る。釣 りが

コミュニケーシ ョンの代名詞に成 り得 ている こと

に注 目すべ きだ。

僕がデ ィジタル的な ものに対 して,あ ま り好感

が持てない(拒 否反応 とで も言 うのだ ろ うか。)

の は,そ れ らか ら,人 間的なにおいを感 じること

が出来ないか らに他 ならな い。 まあ,最 新 のテ ク

ノロジーを集結 して,よ り正確に,も っと多機 能

に と要求 しているのだか ら,当 然 と言えば当然 か

も知れ ないが。そ うい う訳で,最 新 の情報機器 に

は,素 晴 ら しい情報伝達能力が備 わ っているが,

決 してそ の能力の範囲内の話で,先 程 から言 って

いるも う1つ の コ ミュニケーシ ョンが生 まれ る余

地な どどこに もない と思 っていた。 いや思 い込ん

でいた と言 った方が正 しいだろ う。

10月29日 か ら31日 に かけての3日 間,地 元 自治

体を中心に,「 暮 ら しと情報化展'93」 とい うイベ

ン トを開催 した。 これは,最 新 の情報機器を展示

し,一 般の人に,身 を持 って情報化を体感 して も

らお うとい うものだった。そ のメイン会場 とは階

を別 に して,パ ソコン教室が あった。備え付けの

パ ソコンが あ り,こ れを使わない手はない とい う

ことで,児 童を対象 に したパ ソコン教 室を開いて

みた。かな りの人気で,開 催回数を急 きょ増や し

た程だ。 とにか くび っ くりしたのは,子 供 の熱心

な こと。1人 に1時 間程度 を 予定 して いた のだ

が,時 間が来て も止めて くれ ない。 マ ウスを握 り

しめ,モ ニターを食い入る ように見つめて いる。

子供 の コンピュー タ類へ の関心の高 さ,順 応性の

速 さには,本 当に感心 させ られて しま う。

この教室 も日曜 に入ると,さ らに混み ,親 子連

れ で満員 となった。 当初予定 した1人 につ き1台

が無理 とな り,親 子連れについては1台 に並んで

座 って もら うことに した。 小 さな モニ ターを 前

に,そ れぞれの親子像が浮 き彫 りとな る。大抵 の

親 は,子 供が夢中に マウスを動か してい る横 で,

「や っぱ りうちの子は,他 の子 とは違 うな。」とで

も思 ってい るのか,満 足げにに こや かに笑 ってい

るのだが,中 には,と にか く機械類 に弱 く,マ ウ

スを手に した ものの どうしていいのか分か らず ,

硬 直 している親 の姿に堪 えか ね,「 こ う して,あ

あ して,こ うするの。」 と親 の手 に小 さな救 い の

手を差 し出す子 供 の姿 もあ った。 これ らの光景

は,僕 を何か とて もいい気持ちに させ て くれた。

その時,僕 は初めて1台 のパ ソコンにも人間 くさ

さがあ るのを知 った。1台 の端末が,そ の能力の

範囲 とは別次 元に,人 間的な コミュニケーシ ョン

の媒体 となっているのだ。それか らとい うもの,

僕 のデ ィジタル的 なものに対す る見方が変わ った。

いつ もクール で ドライな人に,ふ っとした瞬 間 ,

優 しい一面を 目撃 して しまった様 な感 じとで もい

うのだろ うか。 これが本当に人間な ら,嫌 悪感か

ら一転 して恋愛感情に走 って しまうか もしれ ない。

機械 で よか った。 と りあえず,こ れ を機 に,安 心

して情報化の波に身を まかせて仕 事に取 り組 むこ

とが できる。 ヒューマ ンな情報化。 うん,い い響

きだ。一



JIPDECだより－r

麟 鱒 懸 総 務 部 離 轟 轟

賛 助 会 員 研 究 会 の 開 催

当協会 の各種 の事業成果 や情 報処 理分野の タイ

ム リーな話題 を取 り上 げ ,協 会賛助 会員を中心に

ご紹介す る賛助会員研究会 を今期 も引 き続 き次の

とお り開催 しま した。

・第4回(9月21日)

テ ーマ 人工知 能技 術の展望

講 師 古川 康一(慶 雁義塾大学環境情報学部

教授)

参 加者97名

・第5回(9月30日)

ア ーマ ヒューマ ン ・センター ド・システ ムズ

ー人間主体のイ ンタフ ェースー

講 師 佐藤 佳弘(エ ヌ ・ティ ・テ ィ ・データ

通 信株 シス テ ム科 学 研究 所 主 任研 究

員)

参 加者24名

・第6回(10月21日)

テ ーマ 情 報 システ ム部門の将来

一米 国におけ る最新 動向 一

講 師 ピーター ・A・ カニ ングハ ム(米 国 ・イ

ンプ ッ ト社 社長)

参 加者48名

・第7回(12月10日)

テ ーマOECDの 情 報 システ ムセキ ュ リテ ィガ

イ ドライ ン

講 師 岸本 道 弘(通 商産業省機 械情報産業局

情報処理振興 課 課長補佐)

山 鳥 雄嗣(当 協会調査 部 部長)

参 加 者56名

年末 懇 親会 の 開催

当協会恒例の年末懇親会を,12月16日(木)に

霞が関ビル東海大学校友会館 「阿蘇の間」におい

て開催 しました。

この懇親会は,当 協会の事業に日頃ご指導 ,ご

支援,御 協力をいただいている方々に感謝の意を

表するため,毎 年開催 させていただいています。

当日は,監 督官庁である通商産業省ならびに郵

政省をは じめ賛助会員,関 係団体,大 学,企 業等

か ら多数の方々にご出席をいただき,盛 会裡に終

了することができました。

磯 騨 難 開 発 研 究 室 麟 灘 麟

ビ ジ ュ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス に 関 す る 海 外

調 査

コンピュー タ利 用者層 の拡大や利用方法 の高度

化 などに よ り,視 覚を重視 した マ ンマシー ン ・イ

ンタフ ェースへ の期待 が高 まって います。

ビジュアル とい うとす ぐに,ウ イ ン ドウや アイ コ

ンな どを用いた システ ムを思 い起 こ します が
,

WIMP(Window,Icon,Menu,Pointingdevice)

と呼 ばれ る技 術は,ビ ジ ュアル ・イ ンタフ ェース

の入 口であるにす ぎません。

開発研究室 では,さ らに使い易 く,効 果的 なイ

ンタフ ェースの研究開発 を進 めてい ます。研究 の

一環 と して
,海 外調査員 を国際 会議に派遣いた し

ましたのでその概要を報告 します。

1.期 間 平成4年8月1日 ～8月15日

2.会 議 名

SIGGRAPH'93

匝 「一 　 『 一一 一 『一 一 ー 一 一 『 一 一 『一 一 『　一一 　 一一 ～



一
(カ ル フ ォル ニ ア,ア ナ ハ イ ム)

MULTIMEDIA'93

(カ ル フ ォル ニ ア,ア ナ ハ イ ム)

HCI'93(フ ロ リダ,オ ー ラ ン ド)

3.参 加 者

向山 博(当 協会開発研究室主任研究員)

妙 泉正隆(当 協会開発研究室 主任 部員)

4.概 要

SIGGRAPHは,世 界最大 の コン ピ ュータ グラ

フ ィックスに関す る国際会 議で,機 器 の展示 と論

文発表があ る。今年は同会 議の開催20周 年 とい う

ことで3万 人 以上 の参 加者 が あ った。展 示 会場

は,恐 竜映画 「ジ ュラシ ックパ ーク」のCGに 利用

された コンピュータなどが注 目され ていた。論文

セ ッシ ョンは,発 表論文数48,パ ネ ル討論数17で

あ り,い すれ もか な り多 くの参加老を集めていた。

コンピュー タ ・ビジ ュア リゼ ーシ ョン時代 の ビ

ジ ュアル思索家 と題す るパネルでは,コ ンピュー

タによる ビジュアル化に よ り人間の思考 が どの よ

うに変わ って い くかについて議 論が行われた。 こ

の議論は,論 理思考 と直感思考 の問題 であ り,結

論は でなか ったが大変興味深い議論 であった。

また,UbiquitousComputingandAugumen-

tedRealityの パ ネルでは,コ ンピュータと実世界

の関係 の在 り方 が議 論 され た。 中 で は,Xerox

PARKのWeiserがUbiquitousComputingの 考 え

方を,ま た コロン ビア大学のFeinerが 仮 想現実感

(VR)と 実 世界の融合方法について述べ ていた。

どち ら も新 しい 考 え方 で大 変 参 考 に な った。

SIGGRAPHで は,毎 年 エ レク トロニ ッ クシ ア

ター と呼ばれ る フイル ムシ ョーが開 かれ てい る

が,今 年 は20周 年 とい うことで,過 去の優秀 な作

品が年代順 に紹介 された。そのため,会 場周辺 は

2時 間前か ら長蛇 の列がで き,知 らない人か らは

何事 が起 きているのか との驚 きの声 があ った。

MULTIMEDIA'93は,今 年か らACMの 主 催

で開催 され た国際会議で,発 表論文数60,パ ネル

討論数4で あ った。 第1回 目とい うこ と もあ っ

て,SIGGRAPHに く らべ ると こぢん ま りと した

印象を受けた。

SIGGRAPHとMULTIMEDIAの 論 文 は,紙 媒体

の外 に今 年 か らCD-ROMで も提 供 され た 。

CD-ROM内 に は,テ キス トの外にQuickTimeを

用 いた動画のプ レゼ ンテーシ ョン等が含 まれてお

り,新 たな発表 スタイル として注 目された。

なお,CD-ROM作 成 に当た っての問題点は,

MULTIMEDIA'93の 会 議 の 中 でmultimedia

CD-ROMConferencePublishingと い う題 で パ

ネルにな っていた。 中では,著 作権等の問題 が話

し合われた。

HCI'93は,ヒ ューマン ・コンピュータ ・イ ンタ

ラクシ ョンに関す る国際会議で,400に も及 ぶ論

文 が発表 された。発表内容は,技 術的 な ものの外

に,認 知科学的な もの,社 会学的 な ものと幅広 く

扱われていた。前者 では,ソ フ トウェアツール,

マ ルチ メデ ィア システム ,協 調作業支援 システム

な どの発表 があ り,後 者 では,心 理的ス トレス,

メ ンタルモデル,健 康問題に関す る発表 があった。

イ ンタフ ェースは,人 間系 とコンピュータ系 の相

互 の問題を含んでい るため コンピュータ技術者 と

社会学者 らの活発な議論が必要 とされ るが,会 議

を聞 いた範囲では,両 者に大 きな溝 を感 じた。

なお,こ れ らの調査 内容 は,ビ ジ ュアルイ ンタ

フ ェースの研究開発報 告書 で詳 しく報告す る予定

です。



● ● ● 調 査 部 ● ● ●

情 報 化 に 関 す る 海 外 向 け 広 報

わが国の情報化 の実情 を海外に広報す るため,

英 文誌rJIPDECInformatizationQuarterly」 を 年

4回 発行 し,海 外 の政 府機 関,情 報 処 理関 連企

業,在 日外国大使館等に送付 しています。11月 に

は以下 のテーマでNo.95を 発 行 しま した。

No.95:日 本 におけ る情報化関連施策

・情報化 に向け た新 たな社会資本整備 と

環境な どの推進

・ソフ トウェアの適正な取 引をめざ して

・新情報化人材の育成

調査 研究等 成 果物 の頒 布

「新情報処理技術調査研究報告書一リアル ワー

ル ドコンピューティングの実現に向けて一」が発

行されました。

この報告書は,通 商産業省の新情報処理技術調

査研究委員会の下部機構 として設置された 「基礎

研究」,「計算機科学」,「社会応用」の3つ の分科

会の調査研究成果を取 りまとめたもので,

①ブレインサイエンスの現状 と課題

一基礎研究分科会報告書一

② 「柔らかな情報処理」と 「光コンピュータの

実現に向けて」

一計算機科学分科会報告書一

③21世 紀における情報ネヅトワーク社会の展望

と期待

一社会応用分科会報告書一

の3冊 セヅトで頒布 しています。

購入ご希望の方は,当 協会調査部普及振興課ま

でFAXに てお申込み下さい。 、

● ●Al・ ファジィ振興センター ● ●

Alお よびフ ァジ ィに関 する講演会の開催

1.Al講 演会の開催

人工知能(AD技 術の普及のため下記のとおり

講演会を開催 しました。

・第4回

日 時:平 成5年11月9日(火)

13:30～17:00

会 場:機 械振興会館 研修1号 室

テーマ1:カ オスニューラルラルネ ットワーク

講 師:合 原 一幸

東京大学工学部計数工学科助教授

テーマ2:カ オスと予測 ・制御

講 師:小 室 元政

西東京科学大学理工学部助教授

参加者:58名

2.フ ァジ ィ講演会の開催

ファジィ技術 の普及 のため下記の とお り講演会

を開催 しました。

日 時:平 成5年11月18日(木)

10:30～17:00

テ ーマ1:フ ァジ ィとAI

講 師:片 井 修

京都大学工学部精密工学科助教授

テーマ2:フ ァジ1連 想推論について

講 師:山 口 亨

宇都宮大学工学部情報工学科助教授

テーマ3:自 然言語対話処理 におけ るフ ァジ ィ

技術

講 師:田 野 俊一

技術研究組合国際 ファジィ工学研究所

テーマ4:フ ァジaエ キスパ ー トシステ ムと一



バーチ ャル リア リテ ィ

講 師:今 村 佳代 松下電工㈱

参加者:57名

大規 模知 識 ベ ー ス の構 築 と共 有 に 関 す る

国際 会議

1993(KB&KS'93)の 開催(概 要報告)

前号でご案内した標記国際会議を12月1日(水)

～4日(土)の4日 間にわた り開催 しました。

本会議の前半2日 間では,本 分野における国内

外の著名な学者,研 究者による講演を中心とした

国際会議を,ま た,後 半の2日 間では,若 手研究

者の研究発表を中心とした国際ワークショップを

行いました。

以下に,国 際会議ならびにワークショップの概

要を紹介します。なお,国 際会議の詳細は次号に

て紹介す る予定です。

(1)国 際 会議

会期:平 成5年12月1日(水),2日(木)

会 場:京 王 プラザ ホテル(新 宿)

プ ログラム:

1日 目

基調講演1

「幼年 期か ら青年期へ」

基調講演2

「知 の空間 を構成す る大規模知識ベース」

セ ヅシ ョン1『 社会的 ・学際的要請』

セ ッシ ョン 皿 『言語処理』

2日 目

セ ッシ ョン皿 『知識処 理』

セ ッシ ョンN『 利 用可能 な大規模知識ベ ース』

セ ッシ ョンVパ ネルデ ィスカ ッシ ョン

r情 報 インフラス トラクチ ャの

構築 と国際協力』

参加者432名(参 加 因数18ヵ 国)

(2)ワ ー クシ ョップ。

会期:平 成5年12月3日(金),4日(土)

会 場:工 学院大学(新 宿)

発 表分野:

セ ッシ ョン1『 知識共有』

セ ッシ ョン2『 データベースか ら知 識ベース

へ』

セ ッシ ョン3r知 識表現』

セ ッシ ョン4『 自然言語処理 と辞書知識』

パネル討論:大 規模知識ベ ースの構築 と共有 の

ためのブ レー クスルー

デ モンス トレーシ ョン:

① 第五世代 コンピュー タプ ロジ ェク ト成果

②EDR電 子 化辞書

③ エ ンジニア リング知識ベ ース

参加者:96名(参 加国数:18ヵ 国)

Alお よ び フ ァジ ィ技 術 に関 す る広 報 誌 等 の

発 行

1.Aい フ ァジ ィ トレン ドの発行

AIお よび ファジィ技術 の普及 のたあ ,広 報誌

rAI・ フ ァジ ィ トレン ド」第1～2号 を発行 しま

した。主な内容は次の とお りです。

AI・ フ ァジ ィ トレン ド第1号

(平 成5年8月 発行)

人工知能 の技術 と市場 の動 向

(平 成4年 度調査報告書か ら)

日本 におけ る漢方医学情報 システ ム'

地 震予知 とフ ァジ ィ

FRIEND21フ9ロ ジ ェク ト 他

AI・ ファジィ トレン ド第2号

(平成5年11月 発 行)

音 声認識 ・理解 システ ム化技術一 一 團
[



(平 成4年 度調査報告 書か ら)

コ ンクリー トひび割れ診断 エキスパ ー ト

システ ム

欧米に おけ るファジィ技術応用 の現状 と動 向

他

2.フ ァジ ィ技術 に関する小冊子の発行

フ ァジ ィ技術の普及のため小冊 子 「フ ァジ ィ応

用21の トレン ド」を発行 しました。

人工知能(AI)の 技術 と市場 の動 向 に関 す

る調査研究

人工知能(AI)の 技術及びその利用の現状 と動

向を把握するため,AI動 向調査委員会(委 員長

大須賀節雄 東京大学教授)の 下に専門委員会

・WGを 設置して,以 下の調査研究を進めていま

す。

1.Al技 術の動向

AI技 術全体動向WG(主 査 古川 康一 慶応

大学教授)に よりAI技 術の全般的動向を,ま た,

AI技 術専門委員会(委 員長 諏訪 基 電子技

術総合研究所情報科学部長)に よ り知的インタ

フェースを,各 々調査研究しています。特に,知

的インタフェースについては,欧 州(イ ギ リス,

フランス,ド イツ)の 主要研究機関 ・大学での研

究開発状況を把握するため,諏 訪AI技 術専門委

員会委員長による海外調査を実施しました。

2,AI利 用 の動 向

AI利 用専門委員会(委 員長 佐藤 博樹 法

政大学教授)に よ り,中 小企業 におけるAIを 含め

た高度情報技術の利用について,ヒ ア リング,ア

ンケー ト調査,等 に よ りその実態を調査研 究 して

い ます。 また,一 般 コンピ ュータ ・ユーザーにお

け るAIシ ステ ムの導入利用状況 アンケー ト調 査

を同時 に実施 しま した。

ア ンケー ト調査 の回収状況は,コ ンピュー タ ・

ユーザ向けが4,022発 送,952回 収(回 収 率23.

7%),中 小 企業向けが1,199発 送,138回 収(回 収

率11.5%)で した。

それ らア ンケー ト調査集計結果か ら,rAIシ ス

テムの導入利 用済 及び意 向あ り」 の割合はつ ぎの

とお りです。

AIシ ス テ ム コンピ ュ一夕ユーサ㌧

エキスハ。一トシステム45.2%

機 械 翻 訳 システム23.6%

自 然 言 語 理 解 システム29.1%

知 能 ロ ボ ヅ ト27.0%

画 像 理 解 シ ス テ ム33.2%

音 声 認 識 シ ス テ ム35.5%

中 小 企 業

18.8%

10.9%

5.8%

18.1%

16.7%

9.4%

なお,こ れ らの調査研究成果に,さ らに追加 ・

編集を行いrAI白 書1994」 と して刊行す る予定 で

す。

● 中央情報教育研究所 ●

情報 処理 教育 実態調 査

わが国の情報処理教育の現状と課題を経年的に

把握 し,施 策検討等に資するため,本 年度も引き

続き標記調査を実施しています。

現在アンケー トが回収されつつあ りますが,本

年は例年に比べ回収率が高 く,学 校関係では,高

校が32%,専 門学校が66%,高 専が36%,短 大が

17%,大 学が15%と なっています。また,企 業か

らの回収状況 も11%と なってお り,と りわけ回収

が懸念されたモチベーションに関する調査でも個

人からの回答が980件 あ り予想以上の成果が期待

できます。一/



情 報処 理技 術 者 の ラ ン ク基 準 に関 す る調

査

平成4年9月 から検討が開始された産業構造審

議会情報産業部会基本政策小委員会(以 下,産 構

審)に おいて今後の新しい情報化基盤の整理とと

もに,良 質なソフ トウェアの生産 ・流通を増大す

るための ソフ トウェア市場における公正 ・透明 ・

効率的なマーケットメカニズムの確立について検

討が行われました。

産構審における検討では,取 引をフェアでオー

プンなものにするためのルール作 りが必要とし,

①取引の透明性の確保,② 取引相手に対する信頼

性の確立の2点 からの検討が進められ,前 者につ

いては,カ スタムソフトウェアの開発における標

準的な契約条項 としてまとめられました。また,

後者についてはソフトウェア開発における価格決

定のメカニズムが取 り上げられ 「コス トプライス

法によりソフ トウェアの開発価格を決定 している

限 り,ソ フトウェアの価格,品 質,生 産性といっ

たものを価格に反映することは困難である」 と

し,コ ス トプライス法からの脱却が提言されまし

た。具体的な方法の1つ として示されたのは 「共

通的な情報処理技術者のランク区分の基準を価格

に適用する」 というものです。

当事業では,こ のような政府の検討を踏 まえ,

ソフ トウェアの委託開発において適正な価格が反

映できるような技術者のランク区分について,ソ

フトウェアベンダーおよびユーザー等の実態をヒ

ア リング調査や アンケー ト調査によ り,提 言に

沿 った基準の作成について調査研究するものです。

当事業の推進に当たっては,「 情報処理技術者

のランク基準に関する調査研究委員会」(委 員長

藤野 喜一 電気通信大学教授 以下16名)を 設

置 し,今 年度中に成果の取 りまとめを行ないます。

● 情報処理技術者試験センター ●

平成5年 度秋期第2種 情報処理技術者試験結果

10月17日 に全国54地 区で実施 した秋期第2種 試

験の合格者を12月7日 に発表 しました。

合格者は,21,091名 でした。

(1)

(2)

応募者数等

応募者数211,473名

受験者数137,126名

合格者数21,091名

合格 率15.4%

女性 合格者

(3)平 均年齢

応募者

合格者

4,020名

22.5歳

22.8歳



(4)試 験地別の状況

平成5年 度秋期情報処理技術者試験試験地別一覧表(全 国)

試験地別
2種(秋 期)

試験地別
2種(秋 期)

試験地別
2種(秋 期)

合格者数 応募者数 受験者数 合格者数応募者数 ⌒ 合格者数 応募者数 受験者数

札 幌
4,920
(-227)

3,469

(70、5)

449
(14.4) 長 岡

831
()

醐

(79.4)

84
(12.7) 松 江 () () ()

帯 広
417
(-24.9)

301
(722)

19
(63) 新 潟

2332
(-3&5)

L955
(83.8)

420
(21.5) 岡 山

2,349
(-42.2)

1,579
(67.2)

263
(167)

旭 川
364
(-23.5)

285
(7&3)

34
(1L9) 長 野

1,904
(-2L8)

1,208
(634)

170
(14.1) 広 島

4,855
(-24.D

3,708
(76.4)

610
(16.5)

青 森
1,122
(-3.4)

922
(822)

95
(10.3) 甲 府

932
(-19.7)

599
(64.3)

69
(ll.5) 山 口

L255

(一19.1)

976
(77.8)

115
(11.8)

盛 岡
1,175
(-11.9)

881
(750)

78

(&9) 静 岡
3,418
(-18.9)

2,586
(75.7)

362
(14.0) 福 山

843
()

599
(71,1)

80
(1a4)

仙 台
5284
(-199)

3,483
(65.9)

404
(1L6) 岐 阜

L772
(-16.8)

L318
(74.4)

146
(11.1) 高 松

L250

(一&3)

771
(6L7)

104
(13.5)

秋 田
805
(-2L1)

611
(759)

72
(11.8) 名古屋

13,669

(-22。5)

9,913
(725)

1,199
(12.1) 徳 島

609
(-11.6)

455
(74.7)

62
(13.6)

山 形
852

(一19.8)

653
(76.6)

66
(10.1) 豊 橋

2,653

(一&1)

2087
(7&7)

241
(11.5) 松 山

1,570
(-264)

L154
(73.5)

137
(1L9)

郡 山
1,298
(-7.3)

857
(66.0)

74
(&6) 富 山

1,732
(-156)

L129
(652)

197

(17。4) 高 知
576
(-327)

408

(7α8)

64
(15.7)

水 戸
4,332
(-2L5)

2,488
(57.4)

306
(123) 金 沢

2,266
(-1&0)

1,560
(6&8)

236
(15.1) 福 岡

5915
(-22.6)

3,793
(64.1)

521
(13.7)

宇都宮
2646
(-145)

2,012
(760)

253
(1a6) 福 井

974
(-2a8)

729
(74.8)

109
(150) 北九州

2,668
(-152)

2,038
(7a4)

209

(1α3)

前 橋
2,833
(-2ag)

2,052
(72.4)

282
(1a7) 四日市

1,341
()

顕
(6駄2)

108
(11.6) 佐 賀

803
(-29.0)

599
(74.6)

69
(11.5)

東

京

埼 玉
7,304
(&2)

4,463
(61.1)

643

(1▲4) 京 都
4,329

(一10.1)

2822
(652)

469

(1仕6) 長 崎
L154

(-1τ3)

847
(7a4)

127
(150)

千 葉
10,011
(1&2)

5805(
5&0)

㈱
(165) 大

阪

大 阪
20,301
(-2L4)

13,017
(64.1)

L981
(152) 熊 本

1,760
(-1&8)

1,268
(72.0)

176
(13.9)

東 京
40,565
(-329)

瓜145

(57.1)

4,283
(185) 神 戸

4,700
(-1&9)

2,930
(623)

504
(17.2) 大 分

L342
(-1&8)

984
(7a3)

158
(16D

八王子
5,917
(-15.0)

a197
(54.0)

616

(1息3) 小 計
29,330

(一19.5)

18,769
(64.0)

2,954
(15.7) 宮 崎

1,039

(一9.2)

812
(7&2)

66
(&1)

川 崎
4,366
()

2,511
(57.5)

538
(2L4) 姫 路

L567
(-223)

L116
(71.2)

131
(1L7) 鹿児島

L412
(-92)

Lo69
(757)

91
(&5)

横 浜
14,900
(-19.6)

9,068

(6α9)

L837
(2α3) 和歌山

836
(-2L7)

585

(7α0)

71
(12.1) 那 覇

1,064

(一9.4)

718

(6τ5)

71
(9.9)

厚 木
4,973
(1&4)

2,924
(5&8)

516
(17.6) 米 子

L368(
一α9)

1,079
(7&9)

96
(8.9) 全 国

21L473
(-17.7)

13了,126

(64.8)

21,091
(154)

小 計
88,036

(一16.4)

5L113
(5&1)

9,393
(1&4)

(注)応 募者数欄の下段()内 数字は対前年度比増加率(%),受 験者数欄の下段()内 数字は受験率(受験者数/応 募者数:%)

罐 鶴 間5て1、内霊 鑑 舗 灘 議e認 滅,轍 か、ww。な・ました・で 応㈱ ・対前年比
増加率は未記入です。
松江に関しては春期試験のみ,米子に関しては秋期試験のみを実地します。一



(5)勤 務先別構成

勤務先別 応募者 ・合 成比

(7)最 終学歴別構成

終古歴即 応 ・合 比

応募者

合格者

4.1 2.0
w

↑6
.0

」:

互.

L6
＼

1
〔

正,

一

40.9

、・学 生.・,

1　灘 7　 」

川 川lllllF

2'㌧7

1111ill「　 匿11・ ・

、・i…38.8噛'1

1.1

互9

応募者

合格者

L7 2.0

2,4

39,1

専修学校 ・各種学校

0102030405060708090|00% 0旦02030405060708090100%

①口 電算機製造 ・販売企業

② 川1ソ フ トウェア企業

③匡 情報処理サービス企業
④コ 一般企業 ・団体

'官 公庁

⑥口 学校・研究機関
⑦ 自営
⑧■ 会言仕 事務所等
難

⑩修 その他
無記入

(C数 字はグラフ上での左からの順序)

①口
劇
震

撒
大学・旧制高校
猷
高専
高校・旧制中学

〉
⑦■
'

中学
小学校
専修学校・各種学校
その他
無記入

(○数字はグラフ上での左からの順序)

(注)最 終学歴には在学中も含む

(6)研 修先別構成

研 修 先別 応 募 ・合

理 関 、

成比

⑧ 経験年数別構成

経験年 別 応
理

.〈

、 の

比

応募者

合格者

20

18

18

11

010203040506070809。 韮00%

50

45

40

35

30

25

20

15

①≡ 企業内教育
②口 学校(*を 除く)
③側*専 修学校・各種学校
通信教育

釦

⑥修 各種セ ミナー

⑦■ 独学

⑧ …・ その他
⑨コ 無記入

10

5

o

経験なし1～3年5～10年15年 以上

1年未満3～5年10～15年

≡ 応募者
合格者

(○数字はグラフ上での左からの順序)－
L



● ● 産業情報化推進センター ● ●

とめま した。引 き続 きユーザ向けのガイ ドを作

ることとし,現 在,取 りまとめを行 ってい ます。

産業情報化推進センターでは,産 業界における

情報化の健全な発展と普及啓蒙を図るため,各 業

界との連携を図 りつつ,各 種の課題に取 り組んで

います。

平成5年 度については,以 下にご紹介するよう

な活動を行っています。

1,ビ ジ ネスプ ロ トコルに関する検討

(D業 際EDIパ イ ロッ トモデルの調査 ・研究 ・開

発

本事業 は,業 際EDIの 具 体的なモデルお よび

システムの構築,デ ータ交換実験 とその評価を

行 って今後 の業際EDIの 構 築 に資 す る もので

す。

本年度は,昨 年度に引 き続 き,業 際EDIを 対

象に,よ り一般的なモデルの構 築へ向けて,運

用実験対象業務 の拡大 と実験参加企業の拡大を

図ることとし,現 在,具 体 的な実施計画 を検討

中です。

(2)中 小 企業物 流EDIパ イ ロ ッ トモデ ルの調査研

究開発

本事業 は,前 述(1)を 補 完す るものです 。(1)が

主 として大手企業 向けであるのに対 し,本 事業

ではパ ーソナル コンピュー タで,(1)と 同一 の業

際EDI機 能 を実現 しようとす るものです。

(3)EDIネ ッ トワー クの調査研究

現在,製 造各業界 ではCIIシ ン タ ックスル ー

ルをベ ース とした標 準 メッセージを開発 してお

り,こ の シンタ ックスルールのた めのEDIネ ッ

トワー クを整備 す る必要 が あ ります 。 この

EDIネ ヅ トワー クのサ ー ビスを 「CH-EDI

サ ー ビス」 と呼び,そ の運用 ガイ ドライ ンをま

2.ユ ーザ システムの高度化に関す る検討

(1)EDI向 け 「新手順」の開発

OSIの1つ の フ.ロフ ィル であ るFTAMを

ベ ースとした ファイル転送 ツール,rF手 順 」

を導入 しEDIシ ス テ ムの開発 の際に考え られ る

疑 問点な どをrQ&A」 の ような形 でま とめ る

こととしてお り,現 在その作業 中です。 また,

パ ソコンのボー ド・メーカや ソフ トウェア ・ベ

ンダな どを対象に したF手 順紹介の セ ミナ ーを

行 う予定です。

さ らに,P-edi(MHSベ ースEDI)及 び トラ

ンザ クシ ョン処理 「OSITP」 につ いて,導 入利

用ガイ ドを取 りま とめる予定です。

(2)OSI利 用 促進

OSIに 関連 したセ ミナーな どを行 う予定です。

3.産 業界のシステム化制度問題の調査研究

(1)EDI法 的問題に関する調査研究

産業界のEDI化 への進展に対応 した環境整備

を行うために法制面から検討 し,円 滑なEDI化

の推進を図る必要がある。これまでの研究成果

を踏まえて,さ らに広範な視点からEDIの 法的

側面について検討を加えることとしています。

特に国際的な動向を把握 した上で,EDIの 法的

問題の重要な論点(コ ンピュータ記録のペー

パーレス化等)に ついて詳細に検討を行 うこと

としています。

(2)情 報ネ ットワークサービス事業実態調査

産業界のネ ットワーク構築の重要なキーとな

る情報ネットワークサービス事業者の実態につ

いて,ユ ーザの立場からサービス利用に際 して

の運用基準,利 用約款等の分析 とともに情報一



ネ ッ トワークサー ビスの機能 の実態を把握す る

ためのア ンケー ト調査を実施す ることに してい

ます。

4.産 業界のシステム化調査および構築支援

産業界におけるEDI及 び情報ネットワーク化の

動向調査の一環 として,地 域商店街,商 業集積に

おける流通情報ネットワーク化の現状と課題につ

いて調査成果をとりまとめました。また ,特 定の

業界を選択 して長期的な視野に立った情報ネ ット

ワーク化の方向,シ ステム構築上の問題点等を中

立的な立場から検討し,技 術 コンサルティングを

含め,具 体的システム構築を支援することとして

います。

の内容については ,本 誌JIPDECREPORT欄 お

よび産業情報化推進センターの広報誌 「産業と

情報」をご参照下さい。

(2)広 報誌 「産業と情報」の発行

わが国産業界の情報化動向を広 く関係方面に周

知するため,「産業と情報」を発行 し,会 員等へ

配付しています。

5.EDlの 普及促進

わが国のEDIの 普及 ・啓蒙,業 種横断的な共通

課題の検討および関係者の情報交換の場として,

44(平 成5年12月 現在)の 業界団体および関

係4省 庁(オ ブザーバー)で 組織するrEDI推 進

協議会」の事務局を担当するとともに,EDI普 及

促進に係る諸課題について調査研究を行っていま

す。

6.普 及啓蒙活動

(1)産 業情報化シンポジウムの開催

本年10月8日(金)に 日経ホールにおいて,「産

業情報化シンポジウム」を日本経済新聞社との

共催で開催 しました。今年は,「 情報化の新た

なる展開一新時代を迎える産業の情報化 と情報

産業一」をテーマに,政 府,ユ ーザーおよびベ

ンダーが一堂に会 し,そ れぞれの立場から討議

するとともに,今 日の産業の情報化の重要な課

題であるEDIに ついても焦点を当てた講演お

よびパネルディスカッションを行いました。 こ一



通商産業省告示第502号 に基づき,平 成3年3月1日 より当協会を正式な国内登録機関 としてスター ト

したOSIに 係る組織及び国内標準の登録状況は次のとお りです。

1.組 織の登録 平成5年12月7日 現在

(1)一 般組織

No 組 織 名 称 組織登録番号 オブジェクト識別子構成要素値

1 財団法人情報処理相互運用技術協会(INTAP) 100000 200000

2 富士通株式会社 100001 200001

3 日本 アイ ・ピー ・エム株式会社 100002 200002

4 日本電気株式会社 100003 200003

5 シャープ株式会社 100004 200004

6 日本ユニシス株式会社 100005 200005

7 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・デ ー タ 通 信 株 式 会 社 100006 200006

8 松下電器産業株式会社 100007 200007

9 沖電気工業株式会社 100008 200008

10 日本電信電話株式会社 100009 200009

11 株式会社日立製作所 100010 200010

12 三菱電機株式会社 100011 200011

13 株式会社東芝 100012 200012

14 富士ゼロックス株式会社 100013 200013

15 住友電気工業株式会社 100014 200014

16 株式会社アステック 100015 200015

17 株式会社日立情報システムズ 100016 200016

18 横 河 デ ィジタル コンピュー タ株 式会社 100017 200017

19 東京電気株式会社 100018 200018

20 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・イ ン タ ー ネ ッ ト株 式 会 社 100019 200019

21 カ ス タム ・テ クノロジー株 式会社 100020 200020

22 横 河 ・ ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カ ー ド株 式 会 社 100021 200021

23 ア ダ ムネ ッ ト株式 会社 100022 200022

24 大日本印刷株式会社 100023 200023

25 日本中央競馬会 100024 200024

26 日本 デ ィジタルイ クイ ップメン ト株式会社 100025 200025

27 株式会社すかいら一く 100026 20002'6

28 日立 ソフ トウ ェアエンジニア リング株式 会社 100027 200027

29 ★財団法人電波システム開発センター 100028 200028

30 三菱地所株式会社 100029 200029

組織名称の前に★印が付いている場合は,CCITT系 の登録機関が登録 したものであることを

示 します。一



No 組 織 名 称 組織登録番号 オブジェクト識別子構成要素値
31 日商岩井 イ ンフ ォコムシステ ムズ株 式会社 100030 200030

32 住友海上火災保険株式会社 101001 201001

33 共栄火災海上保険相互会社 101002 201002

34 興亜火災海上保険株式会社 101003 201003

35 三井海上火災保険株式会社 101004 201004

36 大成火災海上保険株式会社 101005 201005

37 大東京火災海上保険株式会社 101006 201006

38 第一火災海上保険相互会社 101007 201007

39 千代田火災海上保険株式会社 101008 201008

40 東京海上火災保険株式会社 101009 201009

41 同和火災海上保険株式会社 101010 201010

42 東洋火災海上保険株式会社 101011 201011

43 日動火災海上保険株式会社 101012 201012

44 日産火災海上保険株式会社 101013 201013

45 日新火災海上保険株式会社 101014 201014

46 日本火災海上保険株式会社 101015 201015

47 富士火災海上保険株式会社 101016 201016

48 安田火災海上保険株式会社 101017 201017

49 朝日火災海上保険株式会社 101018 201018

50 太陽火災海上保険株式会社 101019 201019

51 大同火災海上保険株式会社 101022 201022

52 オールステー ト自動車火災保険株式会社 101023 201023

53 ジェイアイ傷害火災保険株式会社 101024 201024

54 アリアンツ火災海上保険株式会社 101025 201025

(組織登録番号順) 以上,一 般組織54組 織が正式に登録を完了しています。

(2)国 の機 関

No 組 織 名 称 組織登録番号 オブジェクト識別子構成要素値

1 北海道開発庁 160 100160

2 国土庁 220 100220

3 外務省 350 100350

4 厚生省 500 100500

5 通商産業省 600 100600

6 工業技術院 610 100610

7 資源エネルギー庁 620 100620

8 特許庁 630 100630

9 中小企業庁 640 100640

10 郵政省 700 100700

(組織登録番号順) 以上,総 合計63組織が正式に登録を完了しています。一



2.国 内標準の登録

現時点で,以 下の13の情報オブジェクトについて,国 内標準調整委員会による審査を経て,正 式に国

内標準として登録されております。

1、MOTISJP1テ キ ス ト

{i,。(1)m。mb・r-b・dy(2)392m・ti・(mh・)(6)ipm・(1)・t(4)0}

2.FTAMINTAP-1レ コ ー ドフ ァ イ ル

{i、。(1)m。mb。,-b。dy(2)392ft・ma旬d・cument-typ・(2)i…p-・ec・ ・d-fil・(1)}

3.FTAMINTAP-AS1抽 象 構 文

{i,。(1)m。mb。,-b・dy(2)392ft・m⑩ ・b・t・act-・y・tax(4)i・t・P-・ ・1(1)}

4.FTAMINTAP-TS1転 送 構 文

{i、。(1)m。mb。 ・-b・dy(2)392ft・maO)t・an・f・ ・一 ・y・tax(4)i・t・p-t・1(1)}

5.MOTISJP1テ キ ス ト属 性 タ イ プ

{i,。(1)m。mb・ ・-b・dy(2)392m・ti・(mh・)(6)ipm・(1)b・t(8)0}

6.FTAMINTAP-2順 フ ァ イ ル ドキ ュ メ ン ト型

{i,。(1)m。mb。,-b・dy(2)392ft・maO)d・cument-typ・(2)・eq・ ・nti・トfil・(2)}

7,FTAMINTAP-3相 対 フ ァ イ ル ドキ ュ メ ン ト型

{i、。(1)m。mb。,-b・dy(2)392ft・maO)d・cument-typ・(2)・el・ti・ ・-fil・(4)}

8.FTAMINTAP-4索 引 フ ァ イ ル ドキ ュ メ ン ト型

{i,。(1)m。mb。,-b・dy(2)392ft・maO)d・c・ment-typ・(2)i・d・xed-fil・(4)}

9.FTAM－ 意 キ ー 付 きINTAP-5索 引 フ ァ イ ル ドキ ュ メ ン ト型

{i,。(1)m。mb・r-b・dy(2)392ft・maO)d・c・ment-typ・(2)i・d・x・d-fil・-with－ 皿ique-

keys(5)}

10.FTAMINTAP順 フ ラ ヅ ト コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ ト

{i,。(1)m。mb・r-b・dy(2)392ft・ma① ・・n・t・ai・t-・et(5)・equenti・1-fl・t(1)}



11.FTAM抽 象 構 文INTAP-AS2

{iso(1)member-body(2)392ftamOO)

12、FTAM抽 象構文INTAP-AS3

{iso(1)member-body(2)392ftam⑩

13.H手 順

{iso(1) member-body(2)392h(9001)}

abstract-syntax(4)intap-as2(2)}

abstract-syntax(4)intap-node-name(4)}

これらの国内標準の登録申請者はすべて㈱情報処理相互運用技術協会(INTAP)で す。

なお,こ れらの国内標準について,仕 様の閲覧を御希望の方は下記まで御連絡下さい。

㈱ 日本情報処理開発協会 産業情報化推進 セ ンター

オ ブジ ェク ト登録管理係 担当 関本,福 井

TELO3-3432-9395

FAXO3-3431-4324

一



通商産業省機械情報産業局編

「ソフ ト新時代と人材育成」

産構審報告,標 準 カ リキ ュ ラム体 系 が1冊 にな りま した。

◆体裁

◆定価

〈本書の内容〉

第一部

第二部

第三部

第四部

参考資料

圏 お 申 し込 み は －

B5判 ・全304頁

2,800円(本 体2,718円)

…㈱通産資料調査会

東 京 都 千 代 田 区 富 士 見2-5-12

TELO3(3230)0481FAXO3(3263)1689

産業構造審議会情報産業部会情報化人材対策小委員会中間報告

産業構造審議会情報産業部会情報化人材対策小委員会最終報告

新情報化人材育成カリキュラム中間報告(一 部最新の ものに修正)

情報化人材にかかる企業内教育の事例

平成5年12月 発行

川PDECジ ャーナルN。 ・83
発行人 ・照山正夫/編 集人 ・日高良治

◎1993

財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話03(3432)9384

本誌の記事 ・図表等のすべてないし一部を許可な く引用および複製することを禁 じます。

※本誌送付宛先の変更等については当協会鯛査部(03-3432-9384)ま でご連絡下さい。



新情報処理技術調査研究報告書

一 リア ル ワ ー ル ドコ ン ピ
ュ ー テ ィ ン グ の 実 現 に 向 け て 一

通 商 産 業 省 編

通商産業省では,1989年 よ り3ヶ 年計画 で21世 紀を 目指 した革新 的な情報処理技術 につ いて調査 ・研究

を行 いました.こ の調査 ・研究 テーマは,「 新情報処理技術」と呼ばれ第5世 代 コンピュータ ・プ ロジェク

トの次期大型ナ シ ョナルプ ロジェク トと して ,平 成4年6月 にスター トし,国 内ばか りではな く欧米 各 国

で大 きな関心 を呼んでいます。

本 レポ ー トは,通 商産業省 の新情報処理技術調査研究委員会 の下部機構 と して,情 報科学 をは じめ,生

物認知科学,社 会科学 な ど学際的な約200名 に のぼる学識者や第一線の研究者,技 術者を結集 し,当 協 会

に設 置 した 「基礎研究」,「計算機科学」,「社会応用」 の3分 科会において21世 紀の情報化社 会の基 盤 とな

るべ き新 しい情報処理技術のあ り方について,技 術 シーズ ・社会 ニーズの両面か らの検 討を取 りま とめ た

ものです。

■ブ レインサイエンスの現状 と課題 一基礎研究分科会報告書一

本分科会では,新 情報処理技術の工学的実現を図るにあたって,総 合的な脳科学分野(神 経生理学,

心理学,認 知科学,数 理科学等)で の基礎研究としてのテーマを選択 ・体系化 し,研 究のフィージビ

リテ ィ,予 想され る成果を取 りまとめることを目的とした調査を行いました。

■ 「柔らかな情報処理」と 「光コンピュータの実現に向けて」一計算機科学分科会報告書一

本分科会では,新 情報処理を特徴づける 「柔らかな情報処理」と 「超並列超分散処理」の2つ のキー

コンセプ トの内容を明確化 ・具体化し,来 るべき新情報処理技術を体系的に位置づけ,さ らに今後努

力を集中すべ き研究課題を明らかにすることを目的として活動 した成果をまとめています。

■21世 紀における情報ネットワーク社会の展望と期待 一社会応用分科会報告書一

本分科会では,21世 紀に展開することが予想される 「情報ネ ットワーク社会」の姿をさまざまな角

度か ら展望 ・考察 し,新 しい情報処理技術がもたらす社会の諸相を,共 鳴型社会,学 習型知識ネ ット

ワーク社会,創 造型社会,生 命型社会という4つ の社会イメージの形で提示 し,そ のあるべき姿を提

言 しています。

お問合せ ・お申込み

〒105東 京 都港区芝公園3-5-8

財 団法人 日本情報処理開発協会 調査部普及振興課

TELO3-3432-9384/FAXO3-3432-9389お 申込みはFAXで!!

価 格
セ ット価格 一般24,000円 会員20,000円(税 込 ,送 料別)

*会員 とは,当 協会の賛助会員をいいます。
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